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史
料
紹
介 

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
廿
翻
刻
・
校
注
（
上
） 

―

「
祭
惣
載
」「
封
禪
」「
郊
」―

 

清
水 

浩
子
・
洲
脇 

武
志 

 

は
じ
め
に 

『
天
地
瑞
祥
志
』
＊
は
、
唐
の
薩
守
真
（
異
説
あ
り
）
と
い
う
人
物
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
天
文
類
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
書
物
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
秋
よ
り
、
数
名
の
有
志
に
よ
り

天
地
瑞
祥
志
研
究
会
（
代
表
・
水
口
幹
記
氏
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
輪
読
会

を
行
っ
て
き
た
。 

こ
の
研
究
会
で
の
成
果
は
、
水
口
幹
記
氏
・
田
中
良
明
氏
「
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
翻
刻
・
校
注―

「
第
一
」
の
翻
刻
と
校

注
（
一
）―

」（
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
九
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
に

掲
載
）
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
雑
誌
・
書
籍
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

は
こ
れ
ら
に
続
く
研
究
会
の
成
果
報
告
で
あ
り
、
本
稿
は
『
天
地
瑞
祥
志
』

第
廿
の
う
ち
、「
祭
惣
載
」「
封
禪
」「
郊
」
の
翻
刻
・
校
注
で
あ
る
。
こ
の
第

廿
「
祭
惣
載
」「
封
禪
」「
郊
」
の
翻
刻
と
校
注
は
、
清
水
が
作
成
し
、
洲
脇

が
若
干
の
増
補
と
体
裁
の
統
一
を
し
た
が
、
こ
の
成
果
は
決
し
て
担
当
者
だ

け
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
研
究
会
の
参
加
者
に
よ
る
意
見
の
集
約
で

あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
な
お
、
第
廿
の
後
半
部
分
（「
雩
」
か
ら
「
祭

日
連
事
」
ま
で
）
の
翻
刻
・
校
注
は
、
名
和
敏
光
編
『
東
ア
ジ
ア
思
想
・
文

化
の
基
層
構
造―

術
数
と
『
天
地
瑞
祥
志
』―

』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
残
る
「
祭
日
月
」
か
ら
「
祭
風
雨
」
部
分
は
稿
を
改

め
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。 

＊
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
関
し
て
は
、
水
口
幹
記
氏
『
日
本
古
代
漢
籍
受
容
の

史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
お
よ
び
前
掲
「
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
翻
刻
・
校
注―

「
第
一
」
の
翻
刻
と

校
注
（
一
）―

」
の
序
（
水
口
幹
記
氏
に
よ
る
）
を
、
ま
た
こ
れ
ま
で
刊

行
さ
れ
た
「
翻
刻
・
校
注
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た

い
。 

h
ttp

s://research
m

ap
.jp

/read
0
0
7

8
0

9
0
/research

_
b

lo
g

s 

（「research
m

ap

」
の
水
口
幹
記
氏
研
究
ブ
ロ
グ
） 

h
ttp

://sh
u
sh

u
.tem

m
o
n
.o

rg
/ten

ch
i 

（「
術
数
文
化
網
」
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
紹
介
ペ
ー
ジ
） 

 

『
天
地
瑞
祥
志
』
翻
刻
・
校
注
凡
例 

原
文 

一
、
底
本
に
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
を
用
い

る
。 

一
、
底
本
は
文
章
の
改
行
に
無
秩
序
な
箇
所
が
あ
る
が
、
読
者
の
便
を
図
り
、

https://researchmap.jp/read0078090/research_blogs
http://shushu.temmon.org/tenchi
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引
用
書
や
文
脈
に
よ
り
適
宜
段
落
を
設
け
、
各
々
に

0
1

、0
2
 

、…
…

と
番
号
を
付
し
て
①
に
記
し
た
。 

一
、
底
本
は
鈔
本
で
あ
り
、
行
草
体
や
筆
写
特
有
の
字
体
を
含
む
が
、
適
宜

楷
書
化
し
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

一
、
底
本
の
双
行
注
（
割
り
注
）
は
山
括
弧
〈
〉
に
入
れ
て
示
し
、
欠
字
は

□
で
示
し
て
い
る
。 

一
、
底
本
に
書
き
入
れ
が
有
る
際
、
ま
た
は
、
底
本
の
字
作
り
が
前
田
尊
経

閣
文
庫
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』（
以
下
「
尊
経
閣
本
」
と
略
す
）
と
異
な

る
際
に
は
、
①
の
本
文
の
右
旁
に
［
一
］［
二
］…

…

と
付
し
、
文
末
に

書
き
入
れ
や
校
異
を
記
し
た
。
但
し
、
僅
か
で
も
字
体
が
異
な
る
文
字

を
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
繁
雑
の
難
が
あ
る
た
め
、
鈔
本
に
頻
見
す
る

異
体
字
の
類
で
、
一
見
し
て
同
義
の
文
字
で
あ
る
と
判
断
可
能
な
文
字

は
、
こ
れ
を
略
し
て
載
せ
て
い
な
い
。 

 

校
訂 

一
、
①
に
示
し
た
原
文
を
適
宜
正
字
に
改
め
、
句
読
点
な
ど
の
記
号
を
付
し

た
も
の
を
②
に
記
し
た
。
略
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、「
日
」
と
「
曰
」、

「
弖
」
と
「
氐
」
、「
文
」
と
「
父
」
、「
大
」
と
「
太
」
な
ど
の
鈔
本
に

多
く
見
ら
れ
る
字
形
が
混
同
さ
れ
る
文
字
や
、
そ
の
字
形
が
甚
だ
し
く

相
異
す
る
場
合
以
外
は
、
特
に
断
り
な
く
改
め
て
い
る
。 

一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
衍
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
②
に
衍
字
を
丸

括
弧
（
）
に
入
れ
て
示
し
、
脱
字
・
誤
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、

適
宜
文
字
を
挿
入
・
改
正
し
た
。 

一
、
右
の
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
②
に
示
す
際
、
①
に
記
し
た
原
文
の
書
き

入
れ
、
も
し
く
は
尊
経
閣
本
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
白
丸
○
を
、
他

の
関
連
資
料
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
四
角
□
を
付
し
た
。
書
き
入
れ

と
他
の
関
連
資
料
の
両
者
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
、
白
丸
○
し
か
付

し
て
い
な
い
。 

一
、
右
に
記
し
た
根
拠
以
外
、
前
後
の
文
脈
な
ど
に
依
拠
し
て
誤
字
・
衍
字
・

脱
字
を
判
断
し
た
箇
所
に
は
黒
丸
●
を
付
し
、
特
記
す
べ
き
事
項
が
有

れ
ば
②
の
文
末
に
注
記
し
た
。 

 

訓
読 

一
、
②
の
文
章
を
訓
読
し
、
③
に
記
し
た
。 

 

注
釈 

一
、
関
連
資
料
は
③
の
右
傍
に
（
一
）（
二
）…

…

と
付
し
、
④
に
提
示
し
た
。 

一
、
④
に
は
、
関
連
資
料
の
書
名
、
篇
名
と
本
文
を
記
し
、『
天
地
瑞
祥
志
』

本
文
と
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
箇
所
に

注
釈
が
付
い
て
い
る
場
合
、
本
文
中
に
（
１
）（
２
）
の
番
号
を
付
し
て
、

本
文
の
後
に
併
記
し
た
。
な
お
、
引
用
文
が
長
大
に
渉
る
際
に
は
、
本

文
・
注
釈
と
と
も
に
『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
と
関
連
し
な
い
箇
所
を
省

略
し
た
。 

一
、
②
で
四
角
□
を
付
し
て
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
示
し
た
際
に
根
拠
と
な

っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
④
の
当
該
文
字
を
□
で
囲
み
示
し
た
。 

一
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
中
の
「
守
曰
」
の
「
守
」
が
『
天
地
瑞
祥
志
』
撰

者
の
「
薩
守
真
」
で
あ
る
こ
と
は
逐
一
注
記
し
な
い
。 

 
※
な
お
、
底
本
の
文
字
の
判
定
や
正
字
の
確
定
な
ど
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
の
可
能
な
限
り
努
め
た
が
、
最
終
的
な
判
断
は
担
当
者
に
一
任
し
た
。

ま
た
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
の
体
裁
が
各
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
各

巻
の
注
釈
の
体
裁
も
、
各
担
当
者
に
一
任
し
て
い
る
。 
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小
篇
目 

01
① 

天
地
瑞
祥
志
第
廿 

祭
惣
載 

封
禪 

郊 

祭
日
月 

迎
氣 

巡
守 

社
禝 

宗
廟
〈
拝
墓
附

見
〉 

藉
田
〈
蝅
附
見
〉 

霊
星 

三
司 

明
堂 

五
祀 

髙
禖 

祭
風
雨 

雩 

祭
氷 

稓 

儺 
祭
馬 

治
兵 

祭
向
神 

祭
鼓
麾 

盟
云 

振
旅 

樂
祭 

祭
日
連
事 

01
② 

天
地
瑞
祥
志
第
廿 

祭
惣
載 

封
禪 

郊 

祭
日
月 

迎
氣 
巡
守 

社
禝 

宗
廟
〈
拝
墓
附

見
〉 

藉
田
〈
蝅
附
見
〉 

靈
星 

三
司 
明
堂 

五
祀 

髙
禖 

祭
風
雨 

雩 

祭
氷 

稓 

儺 

祭
馬 

治
兵 

祭
向
神 
祭
鼓
麾 

盟
云 

振
旅 

樂
祭 

祭
日
連
事 

01
③ 

天
地
瑞
祥
志
第
廿 

祭
惣
載 

封
禪 

郊 

祭
日
月 

迎
氣 

巡
守 

社
禝 

宗
廟
〈
拝
墓
附

見
〉 

藉
田
〈
蝅
附
見
〉 

靈
星 

三
司 

明
堂 

五
祀 

髙
禖 

祭
風
雨 

雩 

祭
氷 

稓 

儺 

祭
馬 

治
兵 

祭
向
神 

祭
鼓
麾 

盟
云 

振
旅 

樂
祭 

祭
日
連
事 

 

一
、
祭
惣
載 

【
概
要
】
巻
廿
は
、
小
篇
目
を
一
見
し
て
分
か
る
と
お
り
、
祭
祀
に
関
す
る

事
項
を
集
め
た
巻
で
あ
る
。
こ
の
巻
廿
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
祭
惣
載
」
で

は
、
個
別
の
事
項
に
先
立
っ
て
祭
祀
の
概
略
や
意
義
な
ど
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
最
も
重
要
な
天
地
の
祭
祀
（
「
郊
祀
」
）
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
項
目
に
は
散
逸
し
た
「
祀
令
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ

た
点
か
ら
も
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。 

 

01
① 

祭
惣
載 

01
② 

祭
惣
載 

01
③ 

祭
惣
載 

 

02
① 

禮
記
曰
治
人
之
道
莫
急
於
禮
〻
有
五
經
莫
重
扵
祭
〈
五
経
謂
吉
凶
賔
軍
嘉
也

其
吉
礼
之
大
莫
過
於
祭
礼
之
也
〉
是
以
洪
範
八
政
三
曰
祀
〻
者
所
以
昭
孝
事

祖
通
于
神
明
者
也
莫
不
旁
及
四
海
下
至
禽
獣
有
祭
〈
月
令
曰
孟
春
之
月
魚
肥

美
獺
欲
食
之
先
祭
魚
季
秋
之
月
犲
祭
獣
也
犲
形
似
狗
而
狼
類
也
獺
水
居
而

食
魚
也
皆
煞
之
而
布
列
以
祭
其
先
也
犲
音
反
獺
音
吐
曷
反
也
〉 

02
② 

『
禮
記
』
曰
、「
治
人
之
道
、
莫
急
於
禮
。
禮
有
五
經
、
莫
重
於
祭
〈
五
經
、
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謂
吉
・
凶
・
賓
・
軍
・
嘉
也
。
其
吉
禮
之
大
、
莫
過
於
祭
禮
之
也
。〉
。」
是
以

「
洪
範
、
八
政
、
三
曰
祀
。
祀
者
、
所
以
昭
孝
事
祖
、
通
于
神
明
者
也
。
莫

不
旁
及
四
海
、
下
至
禽
獸
有
祭
〈
月
令
曰
、「
孟
春
之
月
、
魚
肥
美
。
獺
欲
食

之
、
先
祭
魚
。
季
秋
之
月
、
豺
祭
獸
也
。
豺
形
似
狗
而
狼
類
也
。
獺
水
居
而

食
魚
也
。
皆
煞
之
而
布
列
、
以
祭
其
先
也
。
豺
音
仕 □

皆 □

反
。
獺
音
吐
曷
反

也
。
」
〉。
」 

02
③ 

『
禮
記
』
に
曰
く
、
「
人

（

一

）

を
治
む
る
の
道
、
禮
よ
り
急
な
る
は
莫
し
。
禮
に

五
經
有
り
、
祭
よ
り
重
き
は
莫
し
〈
五
經
と
は
、
吉
・
凶
・
賓
・
軍
・
嘉
を

謂
ふ
な
り
。
其
の
吉
禮
の
大
な
る
は
、
祭
禮
よ
り
過
ぐ
る
こ
と
莫
き
な
り
。〉。」

と
。
是
を
以
て
「
洪

（

二

）

範
に
、
八
政
は
、
三
を
祀
と
曰
ふ
。
祀
と
は
、
孝
を
昭

ら
か
に
し
祖
に
事
へ
、
神
明
に
通
ず
る
所
以
の
者
な
り
。
旁
く
四
海
に
及
ば

ざ
る
は
莫
く
、
下 

禽
獸
に
至
る
ま
で
祭
有
り
〈
「
月
令
に
曰
く
、
「
孟

（

三

）

春
の

月
、
魚 

肥
へ
て
美
な
り
。
獺 

之
を
食
は
ん
と
欲
し
、
先
づ
魚
を
祭
る
。
季

秋
の
月
、
豺 

獸
を
祭
る
な
り
。
」
と
。
豺
の
形
は
狗
に
似
て
狼
の
類
な
り
。

獺 

水
居
し
て
魚
を
食
す
な
り
。
皆 

之
を
煞
し
て
布
列
し
、
以
て
其
の
先
を

祭
る
な
り
。
豺
の
音
は
仕
皆
の
反
。
獺
の
音
は
吐
曷
の
反
な
り
。
」
〉
。
」
と
。 

02
④ 

（
一
）
『
禮
記
』
祭
統 

凡
治
人
之
道
、
莫
急
於
禮
。
禮
有
五
經
、
莫
重
於
祭

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
禮
有
五
経
、
謂
吉
禮
・
凶
禮
・
賓
禮
・
軍
禮
・
嘉
禮
也
。

莫
重
於
祭
、
謂
以
吉
禮
爲
首
。
大
宗
伯
職
曰
、「
以
吉
禮
事
邦
國
之
鬼
・

神
・
祇
。」 

（
二
）
『
尚
書
』
洪
範 

箕
子
乃
言
曰
、…

…

三
、
八
政
。
一
曰
食
、
二
曰
貨
、
三
曰
祀
、
四

曰
司
空
、
五
曰
司
徒
、
六
曰
司
寇
、
七
曰
賓
、
八
曰
師
。 

『
漢
書
』
卷
二
十
五
上 

郊
祀
志
第
五
上 

洪
範
、
八
政
、
三
曰
祀
。
祀
者
、
所
以
昭
孝
事
祖
、
通
神
明
也
。
旁

及
四
夷
、
莫
不
修
之
。
下
至
禽
獸
、
豺
獺
有
祭

（
１
）

。 

（
１
）
師
古
曰
、「『
禮
記
』
月
令
、「
季
秋
之
月
、
豺
祭
獸
。」「
孟
春
之
月
、

獺
祭
魚
。」
豺
、
摯
搏
之
獸
、
形
似
狗
。
獺
、
水
居
而
食
魚
。
祭
者
、

謂
殺
之
而
布
列
、
以
祭
其
先
也
。
豺
音
仕
皆
反
。
獺
音
吐
曷
反
。」 

『
晉
書
』
卷
十
九 

志
第
九 

禮
上 

晉
始
則
有
荀
顗
・
鄭
沖
裁
成
國
典
、
江
左
則
有
荀
崧
・
刁
協
損
益
朝

儀
。『
周
官
』
五
禮
、
吉
凶
軍
賓
嘉
、
而
吉
禮
之
大
、
莫
過
祭
祀
、
故

洪
範
八
政
、
三
曰
祀
。
祀
者
、
所
以
昭
孝
事
祖
、
通
于
神
明
者
也
。 

（
三
）
『
禮
記
』
月
令 

孟
春
之
月
、…

…

。
東
風
解
凍
、
蟄
蟲
始
振
、
魚
上
冰
、
獺
祭
魚
、

鴻
鴈
來

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
皆
記
時
候
也
。
振
、
動
也
。『
夏
小
正
』「
正
月
啓
蟄
」、「
魚

陟
負
冰
」。
漢
始
亦
以
驚
蟄
爲
正
月
中
。
此
時
魚
肥
美
。
獺
將
食
之
、

先
以
祭
也
。
雁
自
南
方
來
、
將
北
反
其
居
。
今
月
令
「
鴻
」
皆
爲
「
候
」。
」 

『
禮
記
』
月
令 

季
秋
之
月
、…

…

。
鴻
鴈
來
賓
、
爵
入
大
水
爲
蛤
、
鞠
有
黃
華
、
豺
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乃
祭
獸
戮
禽
。 

 
03
① 

尚
書
大
傳
曰
祭
之
為
言
察
也
廌
也
〈
守
曰
㨿
公
羊
傳
祭
者
廌
其
時
所
生
也
非

厚
味
也
〉 

03
② 

『
尚
書
大
傳
』
曰
、「
祭
之
爲
言
察
也
、
薦□

也
〈
守
曰
、「
據
『
公
羊
傳
』、「
祭

者
、
薦□

其
時
所
生
也
。
非
厚
味
也
。
」
。」
〉
。」 

03
③ 

『
尚
書
大
傳
』
に
曰
く
、
「
祭

（

一

）

の
言
爲
る
や
察
な
り
、
薦
な
り
。」
と
。〈
守

曰
く
、「
『
公
羊
傳
』
に
據
れ
ば
、
「
祭

（

二

）

と
は
其
の
時
に
生
ず
る
所
を
薦
む
る

な
り
。
厚
味
に
非
ざ
る
な
り
。
」
と
。
」
と
。
〉
。
」
と
。 

03
④ 

（
一
）
『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
八 

禮
部
上 

祭
祀 

『
尚
書
大
傳
』
曰
、「
祭
之
爲
言
察
也
、
薦
至
也
。
言
人
事
至
於
神
也
。」 

『
初
學
記
』
卷
十
三 

禮
部
上 

祭
祀 

敘
事 

『
尚
書
大
傳
』
曰
、「
祭
之
言
察
也
。
察
者
、
至
也
。
言
人
事
至
於
神

也
。
」 

『
太
平
御
覽
』
卷
五
百
二
十
四 

禮
儀
部
三 

祭
壇
上 

『
尚
書
大
傳
』
周
傳
曰
、「
祭
之
爲
言
察
也
。
察
者
、
至
也
。
至
者
、

人
事
也
。
人
事
至
然
後
祭
。
祭
者
、
薦
也
。
薦
之
爲
言
在
也
。
在
也

者
、
在
其
道
也
。 

（
二
）
『
春
秋
穀
梁
傳
』
成
公
十
七
年 

九
月
辛
丑
、
用
郊
。
夏
之
始
可
以
承
春
、
以
秋
之
末
承
春
之
始
、
蓋

不
可
矣
。
九
月
用
郊
、
用
者
不
宜
用
也
。
宮
室
不
設
、
不
可
以
祭
。

衣
服
不
修
、
不
可
以
祭
。
車
馬
器
械
不
備
、
不
可
以
祭
。
有
司
一
人

不
備
其
職
、
不
可
以
祭
。
祭
者
、
薦
其
時
也
、
薦
其
敬
也
、
薦
其
美

也
、
非
享
味
也
。 

 

＊
『
尚
書
大
傳
』
の
文
は
佚
文
で
あ
り
、
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦

残
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九

六
八
年
）
に
、「
祭
之
言
為
祭
〔
當
作
察
〕
也
察
者
至 

令
集
解
巻
二 

天

地
瑞
祥
志
巻
二
十
引
言
爲
二
字
倒
無
察
者
至
三
字
有
薦
也
二
字
」
（
後
漢

鄭
玄
注
『
尚
書
大
傳
』
）
と
あ
る
。 

 

04
① 

上
古
有
神
民
之
官
若
司
其
序
不
相
乱
神
降
嘉
生
災
禍
不
至
〈
嘉
薬
之
也
〉
及

少
昊
之
衰
九
黎
乱
德
祭
礼
无
度
神
嘉
不
降
災
禍
荐
臻
孔
甲
淫
德
好
神
二
黷

二
龍
去
〈
孔
甲
夏
之
王
也
汙
慢
其
神
去
故
龍
神
去
也
〉
帝
乙
嫚
神
而
震
死
〈
帝

乙
殷
之
王
也
為
韋
嚢
盛
血
仰
而
射
之
号
曰
射
天
後
遇
雷
震
而
死
也
〉 

04
② 

「
上
古
有
神
民
之
官
。
各 □

司
其
序
、
不
相
亂
。
神
降
嘉
生
、
災
禍
不
至
〈
嘉

穀
之
也
。〉。
及
少
昊
之
衰
、
九
黎
亂
德
、
祭
禮
無
度
。
神
嘉
不
降
、
災
禍
荐

臻
。
孔
甲
淫
德
好
神
、
神□

黷
、
二
龍
去
〈
孔
甲
、
夏
之
王
也
。
汗
慢
其
神
去
。
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故
龍
神
去
也
。
〉
。
帝
乙
嫚
神
而
震
死
〈
帝
乙
、
殷
之
王
也
。
爲
韋
嚢
盛
血
、

仰
而
射
之
。
號
曰
射
天
。
後
遇
雷
震
而
死
也
。
〉
。」 

04
③ 

「
上

（

一

）

古
に
神
民
の
官
有
り
。
各
々
其
の
序
を
司
り
、
相
ひ
亂
れ
ず
。
神
は
嘉

生
を
降
し
、
災
禍
は
至
ら
ず
〈
嘉
は
穀
之
な
り
。〉
。
少
昊
の
衰
ふ
る
に
及
び
、

九
黎
は
德
を
亂
し
、
祭
禮
に
度
無
し
。
神
嘉
は
降
ら
ず
、
災
禍
は
荐し

き

り
に
臻い

た

る
。
孔
甲
は
淫
德
に
し
て
神
を
好
み
て
、
神 

黷け
が

さ
れ
、
二
龍 

去
る
〈
孔
甲

は
、
夏
の
王
な
り
。
汗
慢
な
れ
ば
其
の
神 

去
る
。
故
に
龍
神 

去
る
な
り
。〉。

帝
乙 

神
を
嫚

あ
な
ど

り
て
震
死
す
〈
帝
乙
は
、
殷
の
王
な
り
。
韋
嚢
を
爲
り
血
を

盛
り
、
仰
ぎ
て
之
を
射
、
號
し
て
天
を
射
る
と
曰
ふ
。
後 

雷
震
に
遇
ひ
て
死

す
る
な
り
。〉
。」
と
。 

04
④ 

（
一
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
上 

郊
祀
志
第
五
上 

洪
範
八
政
、
三
曰
祀
。
祀
者
、
所
以
昭
孝
事
祖
、
通
神
明
也
。
旁
及

四
夷
、
莫
不
修
之
。
下
至
禽
獸
、
豺
獺
有
祭
。…

…

故
有
神
民
之
官
、

各
司
其
序
、
不
相
亂
也
。…

…

故
神
降
之
嘉
生

（
１
）

、
民
以
物
序
、
災
禍

不
至
、
所
求
不
匱
。
及
少
昊
之
衰
、
九
黎
亂
德
、…

…

享
祀
無
度
。

…

嘉
生
不
降
、
禍
災
荐
臻
。…

…

至
帝
孔
甲
、
淫
德
好
神
、
神
黷
、

二
龍
去
之

（
２
）

。…
…

帝
乙
嫚
神
而
震
死

（
３
）

。 

（
１
）
應
劭
曰
、
「
嘉
穀
也
。」
師
古
曰
、「
嘉
生
、
謂
衆
瑞
。」 

（
２
）
應
劭
曰
、「
夏
帝
孔
甲
、
天
賜
之
乘
龍
、
河
漢
各
二
。
其
後
媟
黷
嫚
神
、

故
龍
去
也
。」 

（
３
）
師
古
曰
、「
帝
乙
、
武
王
也
。
爲
韋
嚢
盛
血
、
仰
而
射
之
、
號
曰
射
天
。

後
遇
雷
震
而
死
。」 

 

05
① 

東
甌
王
敬
鬼
壽
百
六
十
歳
後
世
怠
嫚
故
衰
秏
也
〈
守
曰
東
甌
地
名
越
也
音
於

侯
反
也
〉 

05
② 

「
東
甌
王
敬
鬼
、
壽
百
六
十
歲
。
後
世
怠
嫚
、
故
衰
秏
也
〈
守
曰
、「
東
甌
、

地
名
、
越
也
。
音
於
侯
反
也
。」〉
。」 

05
③ 

「
東

（

一

）

甌
王 

鬼
を
敬
ふ
に
、
壽
は
百
六
十
歲
な
り
。
後
世
は
怠
嫚
し
、
故
に
衰

秏
す
る
な
り
〈
守
曰
く
、「
東
甌
は
、
地
名
、
越
な
り
。
音
は
於
侯
の
反
な
り
。」

と
。〉
。
」
と
。 

05
④ 

（
一
）『
史
記
』
卷
二
十
八 

封
禪
書 

是
時
既
滅
兩
越
、
越
人
勇
之
乃
言
「
越
人
俗
鬼
、
而
其
祠
皆
見
鬼
、

數
有
效
。
昔
東
甌
王
敬
鬼
、
壽
百
六
十
歲
。
後
世
怠
慢
、
故
衰
秏
。」

乃
令
越
巫
立
越
祝
祠
、
安
臺
無
壇
、
亦
祠
天
神
上
帝
百
鬼
、
而
以
雞

卜
。
上
信
之
、
越
祠
雞
卜
始
用
。 

『
漢
書
』
卷
二
十
五
下 

郊
祀
志
下 

是
時
既
滅
兩
粵
、
粵
人
勇
之
乃
言
「
粵
人
俗
鬼
、
而
其
祠
皆
見
鬼
、

數
有
效
。
昔
東
甌
王
敬
鬼
、
壽
百
六
十
歲
。
後
世
怠
嫚
。
故
衰
耗
。」
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乃
命
粵
巫
立
粵
祝
祠
、
安
臺
無
壇
、
亦
祠
天
神
帝
百
鬼
、
而
以
雞
卜
。

上
信
之
、
粵
祠
雞
卜
自
此
始
用
。 

 

06
① 

周
礼
曰
大
烖
祠
于
上
下
神
祇
凡
天
地
大
烖
類
社
禝
宗
廟
〈
宗
曰
類
以
類
而

祭
〉 

06
② 

『
周
禮
』
曰
、「
大
烖
、
祠
于
上
下
神
祇
。
凡
天
地
大
烖
、
類
社
稷□

宗
廟
〈「
宗

曰
類
、
以
類
而
祭
。」
〉
。
」 

06
③ 

『
周
禮
』
に
曰
く
、
「
大

（

一

）

烖
は
、
上
下
の
神
祇
に
祠
る
。
凡
そ
天
地
の
大
烖

は
、
社
稷
・
宗
廟
に
類
す
〈
「
宗

（

二

）

を
類
と
曰
ひ
、
類
を
以
て
祭
る
。」
と
。〉。」

と
。 

06
④ 

（
一
）
『
周
禮
』
春
官 

宗
伯 

小
宗
伯 

大
烖
、
及
執
事
禱
祠
于
上
下
神
示
。…

…

凡
天
地
之
大
烖
、
類
社
稷

宗
廟
、
則
爲
位
。 

（
二
）
『
淮
南
子
』
本
經
訓 

類
其
社

（
１
）

。 

（
１
）
高
誘
注
「
祭
社
曰
類
、
以
事
類
祭
之
也
。」 

 

07
① 

礼
記
曰
祭
不
欲
数
〻
則
煩
〻
則
不
敬
祭
不
欲
䟽
〻
則
怠
〻
則
㤀
故
有
常
之

制
天
子
祭
天
地
四
方
天
下
名
山
大
川
及
五
礼
〈
四
方
謂
祭
五
官
之
扵
四
郊
分

迎
氣
也
五
礼
謂
戸
竈
中
雷
門
行
此
盖
殷
時
制
也
天
子
七
祀
加
司
命
大
厲
也

言
五
舉
其
中
耳
也
〉
諸
侯
祀
名
山
大
川
之
在
其
地
及
五
祀
士
祭
其
先
凡
祭
有

其
廢
之
莫
敢
舉
有
其
舉
之
莫
敢
廢
〈
廢
舉
謂
若
殷
廢
農
祀
祀
弃
後
不
後
廢
弃

農
之
也
〉
非
其
所
祭
而
祭
之
名
曰
淫
〻
祀
〻
无
福
〈
昔
魯
隱
公
祭
鍾
巫
氏
而

見
殺
明
淫
祠
无
福
之
也
〉 

 

07
② 

『
禮
記
』
曰
、「
祭
不
欲
數
。
數
則
煩
。
煩
則
不
敬
。
祭
不
欲
疏
。
疏
則
怠
。

怠
則
忘
。」
故
有
常
之
制
。「
天
子
祭
天
地
・
四
方
・
天
下
名
山
・
大
川
及
五

禮
〈「
四
方
、
謂
祭
五
官
之
於
四
郊
。
分
迎
氣
也
。
五
禮
、
謂
戸
・
竈
・
中
雷
・

門
・
行
。
此
蓋
殷
時
制
也
。
天
子
七
祀
、
加
司
命
・
大
厲
也
。
言
五
舉
其
中

耳
也
。」〉。
諸
侯
祀
名
山
大
川
之
在
其
地
及
五
祀
。
士
祭
其
先
。」「
凡
祭
、
有

其
廢
之
、
莫
敢
舉
。
有
其
舉
之
、
莫
敢
廢
〈「
廢
・
舉
、
謂
若
殷
廢
農
祀
、
祀

棄
後
不
後
廢
棄
農
之
也
。
」
〉
。
非
其
所
祭
而
祭
之
、
名
曰
淫
祀
。
淫
祀
無
福

〈「
昔
魯
隱
公
祭
鍾
巫
氏
而
見
殺
。
明
淫
祠
無
福
、
之
也
。」〉
。」 

07
③ 

『
禮
記
』
に
曰
く
、
「
祭

（

一

）

は

數
た
び
た
び

す
る
を
欲
せ
ず
。
數
す
れ
ば
則
ち
煩
は
し
。

煩
は
し
け
れ
ば
則
ち
敬
せ
ず
。
祭
は

疏
お
ろ
そ
か

に
す
る
を
欲
せ
ず
。
疏
に
す
れ
ば

則
ち
怠
る
。
怠
れ
ば
則
ち
忘
る
。」
と
。
故
に
常
の
制
有
り
。
「
天

（

二

）

子
は
天
地

四
方
・
天
下
の
名
山
・
大
川
及
び
五
禮
を
祭
る
〈
四
方
と
は
、
五
官
の
四
郊
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に
祭
る
を
謂
ふ
。
分
け
て
氣
を
迎
ふ
る
な
り
。
五
禮
は
、
戸
・
竈
・
中
雷
・

門
・
行
を
謂
ふ
。
此
は
蓋
し
殷
の
時
の
制
な
り
。
天
子
は
七
祀
、
司
命
・
大

厲
を
加
ふ
る
な
り
。
五
舉
し
て
其
の
中
を
言
ふ
の
み
な
り
。〉
。
」
と
。
「
諸

（

三

）

侯

は
名
山
大
川
の
其
の
地
に
在
る
及
び
五
祀
を
祀
る
。
士
は
其
の
先
を
祭
る
。」

と
。
「
凡

（

四

）

そ
祭
は
、
其
の
之
を
廢
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
敢
て
舉
ぐ
る
こ
と
莫

し
。
其
の
之
を
舉
ぐ
る
こ
と
有
れ
ば
、
敢
て
廢
す
る
こ
と
莫
し
〈
廢
・
舉
は
、

殷 

農
祀
を
廢
し
て
棄
を
祀
れ
ば
、
後 

棄
を
廢
し
て
農
を
せ
ざ
る
が
若
き
を

謂
ふ
な
り
。〉
。
其
の
祭
る
所
に
非
ず
し
て
之
を
祭
る
を
、
名
づ
け
て
淫
祀
と

曰
ふ
。
淫
祀
は
福
無
し
〈
「
昔

（

五

） 
魯
の
隱
公 

鍾
巫
氏
を
祭
ら
ん
と
し
て
殺
さ

る
。
淫
祠
に
福
無
き
こ
と
明
か
な
り
、
之
な
り
。」
と
。〉。」
と
。 

07
④ 

（
一
）
『
禮
記
』
祭
義 

祭
不
欲
數
。
數
則
煩
。
煩
則
不
敬
。
祭
不
欲
疏
。
疏
則
怠
。
怠
則
忘
。 

（
二
）
『
禮
記
』
曲
禮
下 

天
子
祭
天
地
、
祭
四
方
、
祭
山
川
、
祭
五
祀
、
歲
遍
。
諸
侯
方
祀
、

祭
山
川
、
祭
五
祀
、
歲
遍
。
大
夫
祭
五
祀
、
歲
遍
。
士
祭
其
先

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
祭
四
方
、
謂
祭
五
官
之
神
於
四
郊
也
。
句
芒
在
東
、
祝
融

后
土
在
南
、
蓐
收
在
西
、
玄
冥
在
北
。『
詩
』
云
、「
來
方
禋
祀
。」
方

祀
者
、
各
祭
其
方
之
官
而
已
。
五
祀
、
戸
・
竈
・
中
霤
・
門
・
行
也
。

此
蓋
殷
時
制
也
。
祭
法
曰
、「
天
子
立
七
祀
、
諸
侯
立
五
祀
、
大
夫
立

三
祀
、
士
立
二
祀
。」
謂
周
制
也
。
」 

『
禮
記
』
祭
法 

王
爲
羣
姓
立
七
祀
、
曰
司
命
、
曰
中
霤
、
曰
國
門
、
曰
國
行
、
曰
泰

厲
、
曰
戸
、
曰
竈
。
王
自
爲
立
七
祀
。
諸
侯
爲
國
立
五
祀
、
曰
司
命
、

曰
中
霤
、
曰
國
門
、
曰
國
行
、
曰
公
厲
。
諸
侯
自
爲
立
五
祀
。
大
夫

立
三
祀
、
曰
族
厲
、
曰
門
、
曰
行
。
適
士
立
二
祀
、
曰
門
、
曰
行
。

庶
士
、
庶
人
立
一
祀
、
或
立
戶
、
或
立
竈
。 

（
三
）
『
禮
記
』
王
制 

天
子
・
諸
侯
宗
廟
之
祭
、
春
曰
約
、
夏
曰
禘
、
秋
曰
嘗
、
冬
曰
烝
。

天
子
祭
天
地
、
諸
侯
祭
社
稷
、
大
夫
祭
五
祀
。
天
子
祭
天
下
名
山
大

川
。
五
嶽
視
三
公
、
四
涜
視
諸
侯
。
諸
侯
祭
名
山
大
川
之
在
其
地
者
。 

（
四
）『
禮
記
』
曲
禮
下 

凡
祭
、
有
其
廢
之
、
莫
敢
舉
也
。
有
其
舉
之
、
莫
敢
廢
也

（
１
）

。
非
其
所

祭
而
祭
之
、
名
曰
淫
祀
。
淫
祀
無
福
。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
廢
・
舉
、
謂
若
殷
廢
農
祀
、
棄
後
不
可
復
廢
棄
祀
農
也
。」 

（
五
）『
春
秋
左
氏
傳
』
隠
公 

傳
十
一
年 

十
一
月
、
公
祭
鍾
巫
、
齊
于
社
圃
、
館
于
寪
氏
。
壬
辰
、
羽
父
使
賊

弒
公
于
寪
氏
、
立
桓
公
、
而
討
寪
氏
。
有
死
者
。
不
書
葬
、
不
成
喪

也
。 

 

08
① 

周
礼
曰
凡
陽
祀
用
騂
牲
毛
之
隂
祀
以

牲
毛
之
望
祀
各
以
其
方
之
色
〈
騂
赤

色
也
隂
祀
北
郊
地
及
社
禝
鄭
司
農
曰
陽
祀
春
夏
也

黒
也
玄
謂
陽
祭
天
及

宗
厝
之
也
〉
時
祀
必
用
牷
牲
〈
時
祀
四
時
所
常
祀
也
牲
純
體
皃
其
之
也
〉 
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08
② 

『
周
禮
』
曰
、「
凡
陽
祀
、
用
騂
牲
毛
之
。
陰
祀
、
以
黝□

牲
毛
之
。
望
祀
、
各

以
其
方
之
色
〈
騂
、
赤
色
也
。
陰
祀
、
北
郊
地
及
社
稷 □

。
鄭
司
農
曰
、「
陽
祀

春
夏
也
。
黝□

、
黑
也
。
」
玄
謂
、
「
陽
祭
天
、
及
宗
廟□

、
之
也
。
」
。
〉
。
時
祀
、

必
用
牷
牲
。〈
時
祀
、
四
時
所
常
祀
也
。
牲
、
純
。
體
貌
具□

、
之
也
。〉。」 

08
③ 

『
周
禮
』
に
曰
く
、
「
凡

（

一

）

そ
陽
祀
に
は
、
騂
牲
を
用
ひ
之
を
毛
す
。
陰
祀
に

は
、
黝
牲
を
以
て
之
を
毛
す
。
望
祀
に
は
、
各
〻 

其
の
方
の
色
を
以
て
す
〈
騂

は
、
赤
色
な
り
。
陰
祀
は
、
北
郊
の
地
及
び
社
稷
な
り
。
鄭
司
農
曰
く
、「
陽

祀
は
春
夏
な
り
。
黝
は
、
黑
な
り
。
」
と
。
玄
謂お

も

へ
ら
く
、「
陽
は
天
を
祭
り
、

宗
廟
に
及
ぶ
、
之
な
り
。
」
と
。
〉
。
時
祀
に
は
、
必
ず
牷
牲
を
用
ふ
。〈
時
祀

と
は
、
四
時 

常
に
祀
る
所
な
り
。
牲
は
、
純
な
り
。
體
貌
の
具
は
る
、
之
な

り
。
〉
。」
と
。 

08
④ 

（
一
）
『
周
禮
』
地
官 

司
徒 

牧
人 

牧
人
。
掌
牧
六
牲
而
阜
蕃
其
物
、
以
共
祭
祀
之
牲
牷

（
１
）

。
凡
陽
祀
、
用

騂
牲
毛
之
。
陰
祀
、
用
黝
牲
毛
之
。
望
祀
、
各
以
其
方
之
色
牲
毛
之

（
２
）

。

凡
時
祀
之
牲
、
必
用
牷
物

（
３
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
六
牲
謂
牛
・
馬
・
羊
・
豕
・
犬
・
雞
。
鄭
司
農
云
、「
牷
、

純
也
。
」
玄
謂
、
「
牷
、
體
完
具
。」
」 

（
２
）
鄭
玄
注
「
騂
牲
、
赤
色
。
毛
之
、
取
純
毛
也
。
陰
祀
、
祭
地
北
郊
及

社
稷
也
。
望
祀
五
嶽
四
鎭
四
瀆
也
。
鄭
司
農
云
、「
陽
祀
春
夏
也
。
黝

讀
爲
幽
。
幽
黑
也
。
玄
謂
、
陽
祀
祭
天
於
南
郊
、
及
宗
廟
。」 

（
３
）
鄭
玄
注
「
時
祀
、
四
時
所
常
祀
、
謂
山
川
以
下
至
四
方
百
物
。」 

 

09
① 

禮
記
曰
天
子
以
犧
牛
〈
純
色
〉
諸
侯
以
肥
牛
大
夫
以
素

［
一
］

牛
士
以
羊
豕
〈
索
求
〉

庻
人
春
以
慈

［
二
］

夏
以
麥
秋
以
黍
冬
以
稻
〈
庻
人
无
常
牲
取
新
物
相
冝
也
〉
夏
牲

用
玄
求
殷
用
白
周
用
赤
也 

［
一
］「
索
欤
」
の
傍
書
あ
り
。 

［
二
］「
䓗
欤
」
の
傍
書
あ
り
。 

09
② 

『
禮
記
』
曰
、「
天
子
以
犧
牛
〈
純
色
。〉、
諸
侯
以
肥
牛
、
大
夫
以
素
牛
、
士

以
羊
・
豕
〈
索
求
。〉
。」「
庶
人
春
以
韭 □

、
夏
以
麥
、
秋
以
黍
、
冬
以
稻
〈
庶

人
無
常
牲
。
取
新
物
相
宜
也
。〉
。」「
夏
牲
用
玄
（
求
）、
殷
用
白
、
周
用
赤
也
。」 

09
③ 

『
禮
記
』
に
曰
く
、
「
天

（

一

）

子
は
犧
牛
を
以も

ち

ひ
〈
純
色
な
り
。〉、
諸
侯
は
肥
牛

を
以
ひ
、
大
夫
は
素
牛
を
以
ひ
、
士
は
羊
・
豕
を
以
ふ
〈
索
は
求
む
な
り
。〉。」

と
。
「
庶

（

二

）

人
は
春
は
韭
を
以
て
し
、
夏
は
麥
を
以
て
し
、
秋
は
黍
を
以
て
し
、

冬
は
稲
を
以
て
す
〈
庶
人
に
は
常
牲
無
し
。
新
物
と
相 

宜
し
き
を
取
る
の

み
。〉
。
」
と
。
「
夏

（

三

）

は
牲
に
玄
を
用
ひ
、
殷
は
白
を
用
ひ
、
周
は
赤
を
用
ふ
る

な
り
。」
と
。 

09
④ 

（
一
）『
禮
記
』
曲
禮
下 



京都大学人文科学研究所蔵『天地瑞祥志』第廿翻刻・校注（上） 

―「祭惣載」「封禪」「郊」―（清水・洲脇） 

- 75 - 

天
子
以
犧
牛
、
諸
侯
以
肥
牛
、
大
夫
以
索
牛
、
士
以
羊
・
豕

（
１
）

。 
（
１
）
鄭
玄
注
「
犧
、
純
毛
也
。
肥
、
養
於
滌
也
。
索
、
求
得
而
用
之
。」 

（
二
）
『
禮
記
』
王
制 

天
子
社
稷
皆
大
牢
。
諸
侯
社
稷
皆
少
牢
。
大
夫
士
宗
廟
之
祭
、
有
田

則
祭
、
無
田
則
薦
。
庶
人
春
薦
韭
、
夏
薦
麥
、
秋
薦
黍
、
冬
薦
稻
。

韭
以
卵
、
麥
以
魚
、
黍
以
豚
、
稻
以
鴈

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
庶
人
無
常
牲
。
取
與
新
物
相
宜
而
已
。」 

（
三
）
『
禮
記
』
檀
弓
上 

夏
后
氏
尚
黑
。
大
事
斂
用
昏
、
戎
事
乘
驪
、
牲
用
玄
。
殷
人
尚
白
。

大
事
斂
用
日
中
、
戎
事
乘
翰
、
牲
用
白
。
周
人
尚
赤
。
大
事
斂
用
日

出
、
戎
事
乘
騵
。
牲
用
騂
。 

 

10
① 

祠
令
曰
冬
至
祀
昊
天
上
帝
於
園
丘
用
犢
六
羊
九
豕
九
夏
至
祭
皇
地
祇
於
方

立
用
犢
三
羊
五
豕
五
也 

10
② 

祠
令
曰
、「
冬
至
、
祀
昊
天
上
帝
於
圓 □

丘
、
用
犢
六
・
羊
九
・
豕
九
。
夏
至
、

祭
皇
地
祇
於
方
丘□

、
用
犢
三
・
羊
五
・
豕
五
也
。
」 

10
③ 

祠
令
に
曰
く
、
「
冬

（

一

）

至
に
は
、
昊
天
上
帝
を
圓
丘
に
祀
り
、
犢
六
・
羊
九
・

豕
九
を
用
ふ
。
夏
至
に
は
、
皇
地
祇
を
方
丘
に
祭
り
、
犢
三
・
羊
五
・
豕
五

を
用
ふ
る
な
り
。
」
と
。 

1
0

④ 

（
一
）『
舊
唐
書
』
卷
二
十
一 

志
第
一 

禮
儀
一 

武
德
初
、
定
令
。
毎
歲
冬
至
、
祀
昊
天
上
帝
於
圓
丘
、
以
景
帝
配
。

…
…

其
牲
、
上
帝
及
配
帝
用
蒼
犢
二
、
五
方
帝
及
日
月
用
方
色
犢
各

一
、
內
官
已
下
加
羊
・
豕
各
九
。
夏
至
、
祭
皇
地
祗
于
方
丘
、
亦
以

景
帝
配
。
其
壇
在
宮
城
之
北
十
四
里
。
壇
制
再
成
、
下
成
方
十
丈
、

上
成
五
丈
。
毎
祀
則
地
祇
及
配
帝
設
位
於
壇
上
、
神
州
及
五
嶽
・
四

鎭
・
四
瀆
・
四
海
・
五
方
・
山
林
・
川
澤
・
丘
陵
・
墳
衍
・
原
隰
、

並
皆
從
祀
。
神
州
在
壇
之
第
二
等
。
五
嶽
已
下
三
十
七
座
、
在
壇
下

外
壝
之
內
。
丘
陵
等
三
十
座
、
在
壝
外
。
其
牲
、
地
祗
及
配
帝
用
犢

二
、
神
州
用
黝
犢
一
、
嶽
鎭
已
下
加
羊
・
豕
各
五
。 

『
通
典
』
卷
四
十
三 

禮
三 

吉
二 

郊
天
下 

大
唐 

大
唐
武
徳
初
、
定
令
。
毎
歲
冬
至
、
祀
昊
天
上
帝
於
圓
丘
。…

…

上

帝
及
配
帝
用
蒼
犢
各
一
、
五
方
帝
及
日
月
用
方
色
犢
各
一
、
内
官
以

下
加
羊
・
豕
各
九
。 

＊
「
祠
令
」
は
、
前
掲
の
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
残
存
典
籍
に
よ

る
輯
佚
資
料
集
成
』
に
「
冬
至
、
祀
昊
天
上
帝
於
圜
丘
、
用
犢
六
・
羊
九
・

豕
九
。
夏
至
、
祭
皇
地
祗
於
方
丘
、
用
犢
三
・
羊
五
・
豕
五
也
。」（「
開
元

令 

祠
令
第
八
」）
と
あ
る
。
な
お
、「
祠
令
」
の
佚
文
は
、
太
田
晶
二
郎
「『
天

地
瑞
祥
志
』
略
説―

附
け
た
り
、
所
引
の
唐
令
佚
文―

」（
一
九
七
三
年
、

『
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
報
』
七
、
後
に
『
太
田
晶
二
郎
』
著
作
集
第
一

册
、
一
九
九
一
年
、
吉
川
弘
文
館
に
所
収
）、
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』（
東
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方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
三
年
。
復
刊
は
一
九
六
四
年
、
東
大

出
版
会
）、
仁
井
田
陞
・
池
田
温
編
『
唐
令
拾
遺
補
』（
東
大
出
版
会
、
一

九
九
七
年
）、
中
村
裕
一
『
唐
令
の
基
礎
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

〇
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

11
① 

臣
守
以
為
𨿽
有
成
文
而
聖
帝
哲
主
逐
物
而
制
法
隨
世
而
造
敎
是
以
豊
儉
无

常
斟
酌
非
定 

11
② 

臣
守
以
爲
、
雖
有
成
文
、
而
聖
帝
・
哲
主
逐
物
而
制
法
、
隨
世
而
造
敎
。
是

以
豐
儉
無
常
、
斟
酌
非
定
。 

11
③ 

臣
守 

以
爲
ら
く
、
成
文
有
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
聖
帝
・
哲
主 

物
を
逐
ひ

て
法
を
制
し
、
世
に
隨
ひ
て
敎
を
造
る
。
是
を
以
て
豐
儉 
常
無
く
、
斟
酌 

定

に
非
ず
。 

11
④ 

出
典
不
明
。 

 

12
① 

故
易
曰
東
隣
煞
牛
不
如
西
隣
之
龢
祭
〈
既
済
九
五
之
辞
也
王
曰
牛
祭
之
盛
也

龢
祭
之
薄
也
祭
祀
之
盛
莫
盛
脩
德
沼
沚
之
毛
蘋
蘩
之
菜
可
羞
之
於
鬼
神
故

黍
稷
非
馨
明
德
惟
馨
實
受
其
福
也
〉 

12
② 

故
『
易
』
曰
、「
東
隣
殺
牛
、
不
如
西
隣
之
龢
祭
〈「
旣
濟
九
五
之
辭
也
。
王

曰
、「
牛
祭
之
盛
也
。
龢
祭
之
薄
也
。
祭
祀
之
盛
、
莫
盛
脩
德
。
沼
沚
之
毛
、

蘋
蘩
之
菜
、
可
羞
之
於
鬼
神
。
故
黍
稷
非
馨
、
明
德
惟
馨
。
實
受
其
福
也
。」〉
。」 

12
③ 

故
に
『
易

（

一

）

』
に
曰
く
、
「
東
隣
の
牛
を
殺
す
は
、
西
隣
の
龢
祭
す
る
に
如
ず

〈「
旣
濟
九
五
の
辭
な
り
。
王
曰
く
、「
牛
は
祭
の
盛
ん
な
る
な
り
。
龢
は
祭

の
薄
き
な
り
。
祭
祀
の
盛
ん
な
る
は
、
德
を
脩
む
る
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
し
。

沼
沚
の
毛
、
蘋
蘩
の
菜
、
之
を
鬼
神
に
羞す

す

む
べ
し
。
故
に
黍
稷 

馨
き
に
非
ず
、

明
德 

惟
だ
馨
し
。
實
に
其
の
福
を
受
く
る
な
り
。」
と
。〉。」
と
。 

12
④ 

（
一
）『
周
易
』
既
濟 

九
五
。
東
鄰
殺
牛
、
不
如
西
鄰
之
禴
祭
、
實
受
其
福

（
１
）

。 

（
１
）
王
弼
注
「
牛
祭
之
盛
者
。
禴
祭
之
薄
者
。
居
既
濟
之
時
而
處
尊
位
、

物
皆
濟
矣
。
將
何
爲
焉
。
其
所
務
者
祭
祀
而
已
。
祭
祀
之
盛
、
莫
盛

脩
德
。
故
沼
沚
之
毛
、
蘋
蘩
之
菜
、
可
羞
於
鬼
神
。
故
黍
稷
非
馨
、

明
德
惟
馨
。
是
以
東
鄰
殺
牛
、
不
如
西
鄰
之
禴
祭
、
實
受
其
福
也
。」 

 

13
① 

尚
書
曰
享
多
儀
〻
不
及
物
曰
不
享
〈
周
書
各
水
誥
之
辞
也
言
祭
享
之
道
唯
以

潔
誠
若
多
其
容
儀
而
不
及
礼
物
則
不
為
神
所
享
之
也
〉 

13
② 
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尚
書
曰
、「
享
多
儀
、
儀
不
及
物
、
曰
不
享
〈
「
周
書
洛 □

誥
之
辭
也
。
言
祭
享

之
道
、
唯
以
潔
誠
、
若
多
其
容
儀
而
不
及
禮
物
、
則
不
爲
神
所
享
、
之
也
。」〉。」 

13
③ 

『
尚
書
』
に
曰
く
、
「
享
は
儀

（

一

）
（

二

）

を
多
く
す
る
も
、
儀 

物
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
不

享
と
曰
ふ
〈
「
周
書
洛
誥
の
辭
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
祭
享
の
道
、
唯
だ
潔
誠

を
以
て
し
、
若
し
其
の
容
儀
多
く
し
て
禮
物
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
神
に
爲

に
享
す
る
所
と
爲
ら
ず
、
之
な
り
。
」
と
。
〉
。
」
と
。 

13
④ 

（
一
）
『
尚
書
』
洛
誥 

公
曰
、「
已
、
汝
惟
沖
子
、
惟
終
。
汝
其
敬
識
百
辟
享
、
亦
識
其
有
不

享
。
享
多
儀
、
儀
不
及
物
、
惟
曰
不
享
。…

…

」 

（
二
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
下 

郊
祀
志
下 

經
曰
、
享
多
儀
、
儀
不
及
物
、
惟
曰
不
享

（
１
）

。 

（
１
）
師
古
曰
、
周
書
洛
誥
之
辭
也
。
言
祭
享
之
道
、
唯
以
絜
誠
、
若
多
其

容
儀
而
不
及
禮
物
、
則
不
爲
神
所
享
也
。
」 

 

14
① 

左
傳
曰
苟
有
明
信
澗
谿
沼
時
之
毛
〈
谿
𡖋
澗
也
沼
池
也
畤
小
諸
也
毛
草
也
〉

蘋
蘩
蕰
藻
之
菜
〈
蘋
水
采
无
根
而
浮
大
曰
蘋
小
曰
萍
蘩
皤
蒿
也
蕰
藻
聚
藻
之

也
〉
筐
筥
𨪆
釜
之
器
〈
方
曰
筐
員
曰
筥
釜
有
足
𨪆
之
也
〉
潢
汙
行
潦
之
水
〈
潢

汙
淳
水
行
潦
流
潦
之
也
〉
可
廌
於
鬼
神
可
羞
於
王
公
〈
羞
進
也
詩
國
風
大
雅

𡖋
載
之
也
〉 

14
② 

『
左
傳
』
曰
、「
苟
有
明
信
、
澗
谿
沼
時
之
毛
〈
谿
亦
澗
也
。
沼
、
池
也
。
畤
、

小
諸
也
。
毛
、
草
也
。〉、
蘋
蘩
蕰
藻
之
菜
〈
蘋
水
采
、
無
根
而
浮
、
大
曰
蘋
、

小
曰
萍
。
蘩
皤
蒿
也
。
蕰
藻
聚
藻
、
之
也
。
〉
、
筐
筥
錡
釜
之
器
〈
方
曰
筐
、

員
曰
筥
、
無 □

足 □

曰 □

釜
、
有
足
曰 □

錡
、
之
也
。〉、
潢
汙
行
潦
之
水
〈
潢
汙
、
淳

水
。
行
潦
、
流
潦
、
之
也
。
〉
、
可
薦□

於
鬼
神
、
可
羞
於
王
公
〈
羞
、
進
也
。

『
詩
』
國
風
大
雅
亦
載
之
也
。〉。」 

14
③ 

『
左
傳
』
に
曰
く
、
「
苟

（

一

）

も
明
信
有
ら
ば
、
澗
谿
沼
時
の
毛
〈
谿
も
亦
た
澗

な
り
。
沼
は
、
池
な
り
。
畤
は
、
小
諸
な
り
。
毛
は
、
草
な
り
。〉、
蘋
蘩
蕰

藻
の
菜
〈
蘋
は
水
采
、
根
無
く
し
て
浮
き
、
大
を
蘋
と
曰
ひ
、
小
を
萍
を
曰

ふ
。
蘩
は
皤
蒿
な
り
。
蕰
藻
は
聚
藻
、
之
な
り
。〉、
筐
筥
錡
釜
の
器
〈
方
を

筐
と
曰
ひ
、
員
を
筥
と
曰
ひ
、
足
無
き
を
釜
と
曰
ひ
、
足
有
る
を
錡
と
曰
ふ
、

之
な
り
。〉
、
潢
汙
行
潦
の
水
〈「
潢
汙
は
、
淳
水
な
り
。
行
潦
は
、
流
潦
、
之

な
り
。〉
、
鬼
神
に
薦
む
べ
く
、
王
公
に
羞
む
べ
し
〈
羞
は
、
進
な
り
。『
詩
』

國
風
・
大
雅
も
亦
た
載
す
る
な
り
。〉。」
と
。 

14
④ 

（
一
）『
春
秋
左
氏
傳
』
隱
公 

傳
三
年 

君
子
曰
、「
信
不
由
中
、
質
無
益
也
。
明
恕
而
行
、
要
之
以
禮
、
雖
無

有
質
、
誰
能
間
之
。
苟
有
明
信
、
澗
谿
沼
沚
之
毛

（
１
）

、
蘋
蘩
蘊
藻
之
菜

（
２
）

、

筐
筥
錡
釜
之
器

（
３
）

、
潢
汙
行
潦
之
水

（
４
）

、
可
薦
於
鬼
神
、
可
羞
於
王
公

（
５
）

。

而
況
君
子
結
二
國
之
信
。
行
之
以
禮
、
又
焉
用
質
。
風
有
采
繁
・
采
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蘋
、
雅
有
行
葦
・
泂
酌
、
昭
忠
信
也
。
」 

（
１
）
杜
預
注
「
谿
亦
澗
也
。
沼
、
池
也
。
沚
、
小
諸
也
。
毛
、
草
也
。」 

（
２
）
杜
預
注
「
蘋
、
大
蓱
也
。
蘩
、
皤
蒿
。
蕰
藻
、
聚
藻
也
。」 

（
３
）
杜
預
注
「
方
曰
筐
、
員
曰
筥
、
無
足
曰
釜
、
有
足
曰
錡
。
」 

（
４
）
杜
預
注
「
潢
汙
、
淳
水
。
行
潦
、
流
潦
也
。」 

（
５
）
杜
預
注
「
羞
、
進
也
。」 

 

15
① 

礼
記
曰
祭
豊
年
不
奢
凶
年
不
儉
君
子
祭
雖
貧
不
鬻
祭
器
雖
寒
不
衣
祭
服
也

□
幣
無
方
〈
隨
國
所
出
時
所
有
而
己
也
〉 

15
② 

『
禮
記
』
曰
、「
祭
豐
年
不
奢
、
凶
年
不
儉
。
」「
君
子
祭
、
雖
貧
不
鬻
祭
器
。

雖
寒
不
衣
祭
服
也
。」
「
旅□

幣
無
方
〈
隨
國
所
出
、
時
所
有
而
己
也
。〉
。
」 

15
③ 

『
禮
記
』
に
曰
く
、
「
祭

（

一

）

は
豐
年
に
も
奢
ら
ず
、
凶
年
に
も

儉
す
く
な
く

せ
ず
。」
と
。

「
君

（

二

）

子
は
祭
る
に
、
貧ま

ず

し
と
雖
も
祭
器
を
鬻う

ら
ず
。
寒
し
と
雖
も
祭
服
を
衣 き

ず
。
」
と
。
「
旅

（

三

）

幣
に
方
無
し
〈
國
の

（

四

）

出
だ
す
所
に
隨
ひ
、
時
に
有
す
る
所
あ

る
の
み
な
り
。
〉
。
」
と
。 

15
④ 

（
一
）
『
禮
記
』
王
制 

祭
豐
年
不
奢
、
凶
年
不
儉
。 

（
二
）
『
禮
記
』
曲
禮
下 

凡
家
造
、
祭
器
爲
先
、
犧
賦
爲
次
、
養
器
爲
後
。
無
田
祿
者
、
不
設

祭
器
。
有
田
祿
者
、
先
爲
祭
服
。
君
子
雖
貧
不
粥
祭
器
。
雖
寒
不
衣

祭
服
。
爲
宮
室
不
斬
於
丘
木
。 

（
三
）『
禮
記
』
郊
特
牲 

旅
幣
無
方
。
所
以
別
土
地
之
宜
、
而
節
遠
邇
之
期
也
。
龜
爲
前
列
、

先
知
也
。
以
鐘
次
之
、
以
和
居
參
之
也
。
虎
豹
之
皮
、
示
服
猛
也
。

束
帛
加
璧
、
往
德
也
。 

（
四
）
出
典
不
明
。 

 

16
① 

礼
記
祭
法
曰
夏
后
氏
禘
黄
帝
而
郊
鯀
祖
顓
頊
而
宗
禹
殷
人
禘
嚳
而
郊
冥
祖

契
而
宗
湯
周
人
禘
嚳
而
郊
稷
祖
文
王
而
宗
武
王
〈
禘
郊
祖
宗
謂
祭
祀
以
配
食

之
也
〉 

16
② 

『
禮
記
』
祭
法
曰
、「
夏
后
氏
禘
黃
帝
而
郊
鯀
、
祖
顓
頊
而
宗
禹
。
殷
人
禘
嚳

而
郊
冥
、
祖
契
而
宗
湯
。
周
人
禘
嚳
而
郊
稷
、
祖
文
王
而
宗
武
王
〈
禘
・
郊
・

祖
・
宗
、
謂
祭
祀
以
配
食
、
之
也
。〉
。」 

16
③ 

『
禮
記
』
祭
法
に
曰
く
、
「
夏

（

一

）

后
氏
は
黃
帝
を
禘
し
て
鯀
を
郊
し
、
顓
頊
を

祖
し
て
禹
を
宗
す
。
殷
人
は
嚳
を
禘
し
て
冥
を
郊
し
、
契
を
祖
し
て
湯
を
宗

す
。
周
人
は
嚳
を
禘
し
て
稷
を
郊
し
、
文
王
を
祖
し
て
武
王
を
宗
す
〈
禘
・

郊
・
祖
・
宗
と
は
、
祭
祀
し
て
以
て
食
を
配
す
る
を
謂
ふ
、
之
な
り
。〉。」
と
。 
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16
④ 

（
一
）
『
禮
記
』
祭
法 

祭
法
。
有
虞
氏
禘
黃
帝
而
郊
嚳
、
祖
顓
頊
而
宗
堯
。
夏
后
氏
亦
禘
黃

帝
而
郊
鯀
、
祖
顓
頊
而
宗
禹
。
殷
人
禘
嚳
而
郊
冥
、
祖
契
而
宗
湯
。

周
人
禘
嚳
而
郊
稷
、
祖
文
王
而
宗
武
王

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
禘
・
郊
・
祖
・
宗
、
謂
祭
祀
以
配
食
也
。…

…

」 

 

17
① 

故
孔
子
曰
人
行
莫
大
於
孝
〻
莫
大
於
嚴
〻
父
〻
莫
大
於
配
天
也
〈
王
者
尊
其

孝
以
配
天
也
〉 

17
② 

故
孔
子
曰
、「
人
行
莫
大
於
孝
、
孝
莫
大
於
嚴
父
、
嚴
父
莫
大
於
配
天
也
〈
王

者
尊
其
孝
、
以
配
天
也
。
〉
。」 

17
③ 

故
に

（

一

）

孔
子
曰
く
、「
人
の
行
ひ
孝
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、
孝
は
父
を
嚴
ふ
よ
り

大
な
る
は
莫
く
、
父
を
嚴
ふ
は
天
に
配
す
る
よ
り
大
な
る
は
莫
き
な
り
〈
王

者 

其
の
考
を
尊
び
、
以
て
天
に
配
す
る
な
り
。〉
。
」
と
。 

17
④ 

（
一
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
下 

郊
祀
志
下 

平
帝
元
始
五
年
、
大
司
馬
王
莽
奏
言
、「
王
者
父
事
天
。
故
爵
稱
天
子
。

孔
子
曰
、「
人
之
行
莫
大
於
孝
、
孝
莫
大
於
嚴
父
、
嚴
父
莫
大
於
配
天
。」

王
者
尊
其
考
、
欲
以
配
天
、
緣
考
之
意
、
欲
尊
祖
、
推
而
上
之
、
遂

及
始
祖
。
是
以
周
公
郊
祀
后
稷
以
配
天
、
宗
祀
文
王
於
明
堂
以
配
上

帝
。 

『
孝
經
』
聖
治
章 

曾
子
曰
、「
敢
問
聖
人
之
德
、
無
以
加
於
孝
乎
。」
子
曰
、「
天
地
之
性

人
爲
貴
。
人
之
行
莫
大
於
孝
、
孝
莫
大
於
嚴
父
、
嚴
父
莫
大
於
配
天
、

則
周
公
其
人
也

（
１
）

。
昔
者
周
公
郊
祀
后
稷
以
配
天

（
２
）

、
宗
祀
文
王
於
明
堂
、

以
配
上
帝
。
是
以
四
海
之
內
、
各
以
其
職
來
祭
。
夫
聖
人
之
德
、
又

何
以
加
於
孝
乎
。…

…

」 

（
１
）
御
注
「
謂
父
爲
天
、
雖
無
貴
賤
、
然
以
父
配
天
之
禮
始
自
周
公
、
故

曰
其
人
也
。」 

（
２
）
御
注
「
后
稷
、
周
之
始
祖
也
。
郊
謂
圜
丘
祀
天
也
。
周
公
攝
政
、
因

行
郊
天
之
祭
、
乃
尊
始
祖
以
配
之
也
。」 

 

18
① 

漢
末
王
莽
引
周
祀
享
先
妣
由
此
北
郊
以
髙
后
配
地
自
此
始
也
先
武
中
元
告

髙
廟
以
薄
后
配
地
伐
髙
后
曺
氏
方
兵
所
祭
以
舜
妃
伊
氏
配
地
晋
亦
以
宣
穆

皇
后
配
地
也 

18
② 

漢
末
王
莽
引
『
周
禮□

』
、
「
享
先
妣
由
此
北
郊
。
以
高
后
配
地
、
自
此
始
也
。

光□

武
中
元
、
告
高
廟
、
以
薄
后
配
地
。」「
代 ●

高
后
曹 □

氏
、
方
丘□

所
祭
、
以
舜

妃
伊
氏
配
地
。」
「
晉
亦
以
宣
穆
皇
后
配
地
也
。」 

18
③ 
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漢
末

（

一

） 

王
莽 

『
周
禮
』
を
引
き
、「
先
妣
を
享
す
る
に
此
を
北
郊
に
由
る
。
高

后
を
以
て
地
に
配
す
る
は
、
此
よ
り
始
ま
る
な
り
。
光
武
中
元
、
高
廟
に
告

ぐ
る
に
、
薄
后
を
以
て
地
に
配
す
。
」
と
。
「
高

（

二

）

后
曹
氏
を
代
へ
て
、
方
丘
の

祭
る
所
、
舜
妃
伊
氏
を
以
て
地
に
配
す
。
」
と
。
「
晉

（

三

）

も
亦
た
宣
穆
皇
后
を
以

て
地
に
配
す
る
な
り
。
」
と
。 

18
④ 

（
一
）
『
宋
書
』
卷
十
六 
禮
志
三 

漢
文
帝
初
祭
地
祇
于
渭
陽
、
以
高
帝
配
。
武
帝
立
后
土
社
祠
于
汾
陰
、

亦
以
高
帝
配
。
漢
氏
以
太
祖
兼
配
天
地
、
則
未
以
后
配
地
也
。
王
莽

作
相
、
引
『
周
禮
』
享
先
妣
爲
配
北
郊
。
夏
至
祭
后
土
、
以
高
后
配
、

自
此
始
也
。
光
武
建
武
中
、
不
立
北
郊
、
故
后
地
之
祇
、
常
配
食
天

壇
、
山
川
群
望
皆
在
營
內
、
凡
一
千
五
百
一
十
四
神
。
中
元
年
、
建

北
郊
、
使
司
空
馮
魴
告
高
廟
、
以
薄
后
代
呂
后
配
地
。
江
左
初
、
未

立
北
壇
、
地
祇
衆
神
、
共
在
天
郊
也
。…

…

」 

（
二
）
『
宋
書
』
卷
十
六 

禮
志
三 

景
初
元
年
十
月
乙
卯
、
始
營
洛
陽
南
委
粟
山
爲
圓
丘
。
詔
曰
、「
蓋
帝

王
受
命
、
莫
不
恭
承
天
地
、
以
彰
神
明
。
尊
祀
世
統
、
以
昭
功
德
。

故
先
代
之
典
既
著
、
則
禘
郊
祖
宗
之
製
備
也
。
昔
漢
氏
之
初
、
承
秦

滅
學
之
後
、
采
摭
殘
缺
、
以
備
郊
祀
。
自
甘
泉
・
后
土
・
雍
宮
、
五

畤
神
祗
兆
位
、
多
不
經
見
、
並
以
興
廢
無
常
、
一
彼
一
此
、
四
百
餘

年
、
廢
無
禘
禮
。
古
代
之
所
更
立
者
、
遂
有
闕
焉
。
曹
氏
世
系
、
出

自
有
虞
氏
。
今
祀
圓
丘
、
以
始
祖
帝
舜
配
、
號
圓
丘
曰
皇
皇
帝
天
。

方
丘
所
祭
曰
皇
皇
后
地
、
以
舜
妃
伊
氏
配
。
天
郊
所
祭
曰
皇
天
之
神
、

以
太
祖
武
皇
帝
配
。
地
郊
所
祭
曰
皇
地
之
祗
、
以
武
宣
皇
后
配
。
宗

祀
皇
考
高
祖
文
皇
帝
於
明
堂
、
以
配
上
帝
。」
十
二
月
壬
子
冬
至
、
始

祀
皇
皇
帝
天
于
圓
丘
、
以
始
祖
有
虞
帝
舜
配
。
自
正
始
以
後
、
終
魏

世
、
不
復
郊
祀
。 

＊
『
晉
書
』
禮
志
上
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。 

（
三
）『
宋
書
』
卷
十
六 

禮
志
三 

明
帝
太
寧
三
年
七
月
、
始
詔
立
北
郊
。
未
及
建
而
帝
崩
、
故
成
帝
咸

和
八
年
正
月
、
追
述
前
旨
、
於
覆
舟
山
南
立
之
。
是
月
辛
未
、
祀
北

郊
、
始
以
宣
穆
張
皇
后
配
地
。
魏
氏
故
事
、
非
晉
舊
也
。 

＊
『
晉
書
』
禮
志
上
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。 

 

19
① 

臣
守
以
為
皇
后
配
郊
者
經
典
無
聞
也
莽
所
引
周
禮
先
妣
者
姜
〻
原
〻
生
后

禝
是
周
之
先
母
也
周
特
立
姜
原
廟
而
祭
謂
之
閟
宮
也
莽
違
聖
人
制
乱
神
祇

之
位
失
天
地
之
心
以
妨
継
𠻸
之
福
也
易
大
傳
曰
誣
神
者
殃
及
三
世
也
終
莽

蒙
癈
也
〈
誣
妄
之
也
〉 

19
② 

臣
守
以
爲
、
皇
后
配
郊
者
、
經
典
無
聞
也
。
莽
所
引
『
周
禮
』
、
「
先
妣
者
、

姜
原
。
姜
原
生
后
稷 □

。
是
周
之
先
母
也
。
周
特
立
姜
原
廟
而
祭
。
謂
之
閟
宮

也
。」
莽
違
聖
人
制
、
改 □

神
祇
之
位
、
失
天
地
之
心
、
妨
繼
嗣
之
福
也
。『
易
』

大
傳
曰
、「
誣
神
者
殃
及
三
世
也
。」
終
莽
蒙
癈
也
〈
誣
妄
、
之
也
。〉 
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19
③ 

臣
守 

以
爲
ら
く
、
皇
后 

郊
に
配
す
る
は
、
經
典
に
聞
く
無
き
な
り
。
莽
の

引
く
所
の
『
周
禮
』
に
、
「
先

（

一

）

妣
と
は
、
姜
原
な
り
。
姜
原 

后
稷
を
生
む
。

是
れ
周
の
先
母
な
り
。
周 

特
に
姜
原
の
廟
を
立
て
て
祭
る
。
之
を
閟
宮
と
謂

ふ
な
り
。
」
と
。
莽 

聖
人

（

二

）

の
制
に
違
ひ
、
神
祇
の
位
を
改
め
、
天
地
の
心
を

失
ひ
、
以
て
繼
嗣
の
福
を
妨
ぐ
る
な
り
。
『
易

（

三

）

』
大
傳
に
曰
く
、「
神
を
誣し

ふ

る
者
は

殃
わ
ざ
わ
い 

三
世
に
及
ぶ
な
り
。」
と
。
終
に
莽 

癈
を
蒙
る
な
り
〈
誣
は
妄
、

之
な
り
。
〉。 

19
④ 

（
一
）
『
周
禮
』
春
官 

宗
伯
下 

大
司
樂 

乃
奏
夷
則
、
歌
小
呂
、
舞
大
濩
、
以
享
先
妣

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
夷
則
、
陽
聲
第
五
、
小
呂
爲
之
合
。
小
呂
一
名
中
呂
。
先

妣
、
姜
原
也
。
薑
原
履
大
人
跡
、
感
神
靈
而
生
後
稷
。
是
周
之
先
母

也
。
周
立
廟
自
後
稷
爲
始
祖
、
薑
原
無
所
妃
、
是
以
特
立
廟
而
祭
之
、

謂
之
閟
宮
。
閟
、
神
之
。
」 

（
二
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
下 

郊
祀
志
下 

後
上
以
無
繼
嗣
故
、
令
皇
太
后
詔
有
司
曰
、「
蓋
聞
王
者
承
事
天
地
、

交
接
泰
一
、
尊
莫
著
於
祭
祀
。
孝
武
皇
帝
大
聖
通
明
、
始
建
上
下
之

祀
、
營
泰
畤
於
甘
泉
、
定
后
土
於
汾
陰
、
而
神
祇
安
之
、
饗
國
長
久
、

子
孫
蕃
滋
、
累
世
遵
業
、
福
流
於
今
。
今
皇
帝
寬
仁
孝
順
、
奉
循
聖

緒
、
靡
有
大
愆
、
而
久
無
繼
嗣
。
思
其
咎
職
、
殆
在
徙
南
、
北
郊
、

違
先
帝
之
制
、
改
神
祇
舊
位
、
失
天
地
之
心
、
以
妨
繼
嗣
之
福
。
春

秋
六
十
、
未
見
皇
孫
、
食
不
甘
味
、
寢
不
安
席
、
朕
甚
悼
焉
。『
春
秋
』

大
復
古
、
善
順
祀
。
其
復
甘
泉
泰
畤
、
汾
陰
后
土
如
故
、
及
雍
五
畤
、

陳
寶
祠
在
陳
倉
者
。」
天
子
復
親
郊
禮
如
前
。
又
復
長
安
、
雍
及
郡
國

祠
著
明
者
且
半
。 

（
三
）『
漢
書
』
卷
二
十
五
下 

郊
祀
志
下 

明
年
、
匡
衡
坐
事
免
官
爵
。
衆
庶
多
言
不
當
變
動
祭
祀
者
。
又
初
罷

甘
泉
泰
畤
作
南
郊
日
、
大
風
壞
甘
泉
竹
宮
、
折
拔
畤
中
樹
木
十
圍
以

上
百
餘
。
天
子
異
之
、
以
問
劉
向
。
對
曰
、「
家
人
尚
不
欲
絕
種
祠
、

況
於
國
之
神
寶
舊
畤
。
且
甘
泉
、
汾
陰
及
雍
五
畤
始
立
、
皆
有
神
祇

感
應
、
然
後
營
之
、
非
苟
而
已
也
。
武
・
宣
之
世
、
奉
此
三
神
、
禮

敬
敕
備
、
神
光
尤
著
。
祖
宗
所
立
神
祇
舊
位
、
誠
未
易
動
。
及
陳
寶

祠
、
自
秦
文
公
至
今
七
百
餘
歲
矣
、
漢
興
世
世
常
來
、
光
赤
黃
、
長

四
五
丈
、
直
祠
而
息
、
音
聲
砰
隱
、
野
雞
皆
雊
。
毎
見
雍
太
祝
祠
以

太
牢
、
遣
候
者
乘
傳
馳
詣
行
在
所
、
以
為
福
祥
。
高
祖
時
五
來
、
文

帝
二
十
六
來
、
武
帝
七
十
五
來
、
宣
帝
二
十
五
年
、
初
元
元
年
以
來

亦
二
十
來
、
此
陽
氣
舊
祠
也
。
及
漢
宗
廟
之
禮
、
不
得
擅
議
、
皆
祖

宗
之
君
與
賢
臣
所
共
定
。
古
今
異
制
、
經
無
明
文
、
至
尊
至
重
、
難

以
疑
說
正
也
。
前
始
納
貢
禹
之
議
、
後
人
相
因
、
多
所
動
援
。『
易
』

大
傳
曰
、「
誣
神
者
殃
及
三
世
。」
恐
其
咎
不
獨
止
禹
等
。」
上
意
恨
之
。 

 
20
① 

祠
令
曰
昊
天
上
帝
五
方
上
帝
皇
地
祇
神
州
宗
廟
等
為
大
祀
〈
散
齋
四
日
致
齋
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三
日
也
〉
日
月
星
辰
岳
鎮
海
瀆
先
農
等
為
中
祀
〈
散
齋
三
日
致
齋
二
日
〉
司

中
司
命
風
師
雨
師
諸
星
山
林
川
澤
之
属
為
小
祀
州
縣
之
淮
小
祀
例
也
〈
散
齋

二
日
致
齋
一
日
〉
諸
散
齋
之
內
盡
理
事
如
舊
夜
宿
於
家
正
寢
不
淂
予
喪
問
疾

不
判
署
刑
煞
文
書
不
决
罰
罪
人
不
作
樂
不
預
穢
悪
之
事
也
致
齋
唯
為
祀
事

淂
行
其
餘
悉
断
非
應
散
齋
致
齋
者
唯
清
齋
一
宿
於
本
司
及
祀
所
也 

20
② 

祠
令
曰
、「
昊
天
上
帝
・
五
方
上
帝
・
皇
地
祇
・
神
州
・
宗
廟
等
爲
大
祀
〈
散

齋
四
日
、
致
齋
三
日
也
。
〉。
日
月
・
星
辰
・
嶽
鎭
・
海
瀆
・
先
農
等
爲
中
祀

〈
散
齋
三
日
、
致
齋
二
日
。
〉。
司
中
・
司
命
・
風
師
・
雨
師
・
諸
星
・
山
林
・

川
澤
之
屬
爲
小
祀
。
州
縣
亦 □

淮
小
祀
例
也
〈
散
齋
二
日
、
致
齋
一
日
。〉
。
諸

散
齋
之
內
、
晝 □

理
事
如
舊
、
夜
宿
於
家
正
寢
、
不
得
弔□

喪
問
疾
、
不
判
署
刑

殺
文
書
、
不
决
罰
罪
人
、
不
作
樂
、
不
預
穢
惡
之
事
也
。
致
齋
唯
爲
祀
事
得

行
、
其
餘
悉
斷
。
」「
非
應
散
齋
・
致
齋
者
、
唯
淸
齋
一
宿
於
本
司
及
祀
所
也
。」 

20
③ 

「
祠
令
」
に
曰
く
、
「
昊

（

一

）

天
上
帝
・
五
方
上
帝
・
皇
地
祇
・
神
州
・
宗
廟
等

を
大
祀
と
爲
す
〈
散
齋
四
日
、
致
齋
三
日
な
り
。〉
。
日
月
・
星
辰
・
嶽
鎭
・

海
瀆
・
先
農
等
を
中
祀
と
爲
す
〈
散
齋
三
日
、
致
齋
二
日
な
り
。〉
。
司
中
・

司
命
・
風
師
・
雨
師
・
諸
星
・
山
林
・
川
澤
の
屬
を
小
祀
と
爲
す
。
州
縣
も

亦
た
小
祀
の
例
に
淮
ず
る
な
り
〈
散
齋
二
日
、
致
齋
一
日
な
り
。〉。」
と
。
諸

の
散
齋
の
內
、
晝
は
事
を
理
む
こ
と
舊
の
如
く
す
る
も
、
夜
は
家
に
宿
り
て

正
寢
し
、
喪
を
弔
い
疾
を
問
ふ
を
得
ず
、
刑
殺
文
書
を
判
署
せ
ず
、
罪
人
を

决
罰
せ
ず
、
樂
を
作
さ
ず
、
穢
惡
の
事
に
預
ら
ざ
る
な
り
。
致
齋
は
唯
だ
祀

事
を
爲
し
行
ふ
を
得
、
其
の
餘
は
悉
く
斷
て
。」
と
。「
散
齋
・
致
齋
に
應
ず

る
に
非
ざ
れ
ば
、
唯
だ
清
齋
し
、
本
司
及
に
祀
所
に
一
宿
す
る
な
り
。」
と
。 

20
④ 

（
一
）『
舊
唐
書
』
卷
二
十
一 

志
第
一 

禮
儀
一 

昊
天
上
帝
・
五
方
帝
・
皇
地
祇
・
神
州
及
宗
廟
爲
大
祀
、
社
稷
・
日

月
・
星
辰
・
先
代
帝
王
・
嶽
鎭
・
海
瀆
・
帝
社
・
先
蠶
・
釋
奠
爲
中

祀
、
司
中
・
司
命
・
風
伯
・
雨
師
・
諸
星
・
山
林
・
川
澤
之
屬
爲
小

祀
。
大
祀
、
所
司
毎
年
預
定
日
奏
下
。
小
祀
、
但
移
牒
所
由
。
若
天

子
不
親
祭
享
、
則
三
公
行
事
。
若
官
缺
、
則
職
事
三
品
已
上
攝
三
公

行
事
。
大
祀
散
齋
四
日
、
致
齋
三
日
。
中
祀
散
齋
三
日
、
致
齋
二
日
。

小
祀
散
齋
二
日
、
致
齋
一
日
。
散
齋
之
日
、
晝
理
事
如
舊
、
夜
宿
於

家
正
寢
、
不
得
弔
喪
問
疾
、
不
判
署
刑
殺
文
書
、
不
決
罰
罪
人
、
不

作
樂
、
不
預
穢
惡
之
事
。
致
齋
惟
爲
祀
事
得
行
、
其
餘
悉
斷
。 

『
大
唐
開
元
令
』
卷
三 

序
例
下 

齋
戒 

凡
大
祀
、
散
齋
四
日
、
致
齋
三
日
。
中
祀
、
散
齋
三
日
、
致
齋
二
日
。

小
祀
、
散
齋
二
日
、
致
齋
一
日
。
若
散
齋
之
日
、
晝
理
事
如
舊
、
夜

宿
止
于
家
正
寝
、
不
得
弔
喪
問
疾
。
不
判
署
刑
殺
文
書
、
不
决
罰
罪

人
、
不
作
樂
、
不
預
穢
惡
之
事
。
致
齋
唯
祀
事
得
行
、
其
餘
悉
斷
。

非
應
散
齋
・
致
齋
者
、
唯
清
齋
一
宿
於
本
司
及
祠
所
。 

＊
「
祠
令
」
は
、
前
掲
の
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
残
存
典
籍
に
よ

る
輯
佚
資
料
集
成
』
の
「
開
元
令 

祠
令
第
八
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

昊
天
上
帝
・
五
方
上
帝
・
皇
地
祗
・
神
州
・
宗
廟
等
爲
大
祀
。〔
散
齋
四
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日
、
致
齋
三
日
也
。
〕
日
月
・
星
辰
・
岳
鎭
・
海
瀆
・
先
農
等
爲
中
祀
。

〔
散
齋
三
日
、
致
齋
二
日
。〕
司
中
・
司
命
・
風
師
・
雨
師
・
諸
星
・
山

林
・
川
澤
之
屬
爲
小
祀
。
州
縣
之
、
准
小
祀
例
也
。〔
散
齋
二
日
、
致
齋

一
日
。
〕
諸
散
齊
之
内
、
盡
理
如
舊
、
夜
宿
於
家
正
寢
、
不
得
予
喪
・
問

疾
、
不
判
者
刑
殺
文
書
、
不
決
罰
罪
人
、
不
作
樂
、
不
預
穢
惡
之
事
也
。

致
齋
、
唯
爲
祀
事
得
行
、
其
餘
悉
斷
。
非
應
散
齋
・
致
齋
者
、
唯
清
齊

一
宿
於
本
司
及
祠
所
也
。 

『
天
地
瑞
祥
志
』
卷
二
十
引
「
大
唐
祠
令
」 

『
令
集
解
』
卷
十
五
引
「
開
元
令
」
云
「
釋
奠
爲
中
祀
州
縣
釋
奠
亦
准

小
祀
例
。
」 

 

21
① 

周
礼
〻
記
並
曰
祭
天
日
月
星
辰
司
中
司
命
風
師
雨
師
皆
以
燔
柴
而
升
煙
也

祭
地
山
林
以
埋
也
祭
川
澤
以
沇
也
〈
尓
雅
曰
祭
山
曰
庻
〻
縣
也
祭
星
曰
布
〻

散
也
祭
風
曰
磔
〻
當
大
道
以
止
風
也
左
傳
有
受
振
于
神
也
呂
才
隂
陽
書
祭

訖
送
神
以
酒
灑
散
受
福
酒
再
拜
飲
之
也
〉 

21
② 

『
周
禮
』『
禮
記
』
並
曰
、「
祭
天
日
月
星
辰
、
司
中
司
命
、
風
師
雨
師
。」
皆

以
燔
柴
而
升
煙
也
。
祭
地
山
林
以
埋
也
。
祭
川
澤
以
沈□

也
〈『
爾
雅
』
曰
、「
祭

山
曰
庶
。
庶
縣
也
。
祭
星
曰
布
。
布
散
也
。
祭
風
曰
磔
。
磔
當
大
道
以
止
風

也
。
」『
左
傳
』
有
「
受
脤□

于
神
」
也
。
呂
才
『
陰
陽
書
』、「
祭
訖
、
送
神
以

酒
灑
散
、
受
福
酒
、
再
拜
飲
之
也
。
」
〉
。」 

21
③ 

『
周
禮
』『
禮
記
』
並
び
に
曰
く
、
「
天
の

（
一
）
（
二
）

日
月
星
辰
、
司
中
司
命
、
風
師
雨

師
を
祭
る
。」
と
。
皆 

燔
柴
を
以
て
煙
を
升
す
な
り
。
地
の
山
林
を
祭
る
に

は
埋
を
以
て
す
る
な
り
。
川
澤
を
祭
る
に
は
沈
を
以
て
す
る
な
り
〈
『
爾

（

三

）

雅
』

に
曰
く
、「
山
を
祭
る
を
庶
と
曰
ふ
。
庶
は
縣
な
り
。
星
を
祭
る
を
布
と
曰
ふ
。

布
は
散
な
り
。
風
を
祭
る
を
磔
と
曰
ふ
。
磔
と
は
當
に
大
道
以
て
風
を
止
め

る
べ
き
な
り
。」
と
。『
左

（
三
）

傳
』
に
「
脤
を
神
に
受
く
」
こ
と
有
る
な
り
。
呂

才
『
陰
陽
書
』
に
、「
祭 

訖
り
、
神
を
送
る
に
酒
を
以
て
灑
散
し
、
福
酒
を

受
け
、
再
拜
し
之
を
飲
む
な
り
。」
と
。〉。 

21
④ 

（
一
）『
周
禮
』
春
官 

大
宗
伯 

以
禋
祀
祀
昊
天
上
帝
、
以
實
柴
祀
日
月
・
星
辰
、
以
槱
燎
祀
司
中
・

司
命
・
風
師
・
雨
師
。
以
血
祭
祭
社
稷
五
祀
五
嶽
。
以
貍
沈
祭
山
林

川
澤
。 

（
二
）『
禮
記
』
月
令 

乃
命
大
史
守
典
奉
法
、
司
天
日
月
・
星
辰
之
行
、
宿
離
不
貸
、
毋
失

經
紀
。
以
初
爲
常
。 

乃
畢
山
川
之
祀
、
及
帝
之
大
臣
、
天
之
神
祗

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
四
時
之
功
、
成
於
冬
孟
月
。
祭
其
宗
至
此
、
可
以
祭
其
佐

也
。
帝
之
大
臣
、
句
芒
之
屬
、
天
之
神
祗
、
司
中
・
司
命
・
風
師
・

雨
師
。」 

（
三
）
『
爾
雅
』
祭
名 

祭
山
曰
庪
・
縣
。
祭
川
曰
浮
・
沈
。
祭
星
曰
布

（
１
）

。
祭
風
曰
磔

（
２
）

。 
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（
１
）
郭
璞
注
「
布
散
祭
於
地
。
」 

（
２
）
郭
璞
注
「
今
俗
當
大
道
中
磔
狗
、
云
以
止
風
。
此
其
象
。」 

（
四
）
『
春
秋
左
氏
傳
』
成
公 

傳
十
三
年 

劉
子
曰
、「
吾
聞
之
、
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
。
是
以
有
動

作
禮
義
威
儀
之
則
、
以
定
命
也
。
能
者
養
之
以
福
、
不
能
者
敗
以
取

禍
。
是
故
君
子
勤
禮
、
小
人
盡
力
。
勤
禮
莫
如
致
敬
、
盡
力
莫
如
敦

篤
。
敬
在
養
神
、
篤
在
守
業
。
國
之
大
事
、
在
祀
與
戎
。
祀
有
執
膰
、

戎
有
受
脤
、
神
之
大
節
也
。
今
成
子
惰
、
棄
其
命
矣
、
其
不
反
乎
。」 

＊
こ
の
呂
才
『
陰
陽
書
』
の
佚
文
は
、
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
残

存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
、
封
禪 

【
概
要
】
本
項
目
で
は
「
封
禅
」
に
つ
い
て
、
主
に
『
漢
書
』
や
『
後
漢
書
』

に
見
え
る
記
述
を
中
心
に
説
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
比
較
的
簡
潔
で
は
あ

る
が
、
末
尾
に
唐
の
高
宗
に
よ
る
封
禅
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
は
、
本

書
の
成
立
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。 

 

01
① 

封
禪
〈
甫
龍
反
平
時
戦
反
上
〉 

01
② 

封
禪
〈
甫
龍
反
、
平
。
時
戰
反
、
上
。
〉 

01
③ 

封
禪
〈
甫
龍

（

一

）

の
反
、
平
。
時
戰

（

二

）

の
反
、
上
。
〉 

01
④ 

（
一
）
『
篆
隸
萬
象
名
義
』
卷
九 

土 

封
、
甫
龍
反
。
厚
也
、
長
也
、
國
也
、
爵
也
、
增
也
。 

（
二
）
『
篆
隸
萬
象
名
義
』
卷
三 

示 

禪
、
時
戰
反
。
傳
也
、
定
也
、
闡
也
。 

 

02
① 

夫
封
禅
之
起
自
上
皇
也
斯
則
祭
祀
之
始
其
来
久
矣
〈
封
者
大
也
築
土
増
太
大

山
也
禅
者
墠
也
除
地
為
墠
〻
壇
也
又
禅
者
傳
授
也
封
太
山
禅
梁
甫
以
相
傳

授
猶
父
禅
其
子
也
〉 

02
② 

夫
封
禪
之
起
、
自
上
皇
也
。
斯
則
祭
祀
之
始
、
其
來
久
矣
。〈
封
者
、
大
也
。

築
土
增
大
太
山
也
。
禅
者
、
墠
也
。
除
地
爲
墠
。
墠
、
壇
也
。
又
禪
者
、
傳

授
也
。
封
太
山
、
禪
梁
甫
、
以
相
傳
授
。
猶
父
禪
其
子
也
。〉 

02
③ 

夫
れ
封
禪
の
起
こ
る
は
、
上
皇

（

一

）

よ
り
す
る
な
り
。
斯
れ
則
ち
祭
祀
の
始
め
、

其
の
來
る
と
こ
ろ
は
久
し
き
な
り
〈
封
は
、
大
な
り
。
土
を
築
き
太

（
二
）

山
を
增

大
す
る
な
り
。
禪
は
、
墠
な
り
。
地
を
除

（
三
）
（
四
）

ひ
墠
を
爲
る
。
墠
は
、
壇
な
り
。

又 
禪
と
は
、
傳
授
な
り
。
太
山
に
封
じ
、
梁

（
四
）

甫
に
禪
し
、
以
て
相
ひ
傳
授

す
。
猶
ほ
父
の
其
の
子
に
禪
る
が
ご
と
き
な
り
。〉
。 

02
④ 
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（
一
）
『
後
漢
書
』
志
九 

祭
祀
下 

論
曰
、…

…

自
上
皇
以
來
、
封
泰
山
者
、
至
周
七
十
二
代
。
封
謂
封

土
爲
壇
、
柴
祭
告
天
、
代
興
成
功
也
。
禮
記
所
謂
「
因
名
山
升
中
于

天
」
者
也…

…

。 

（
二
）
『
史
記
』
卷
百
十
七 

司
馬
相
如
列
傳 

方
將
增
泰
山
之
封
、
加
梁
父
之
事
、
鳴
和
鸞
、
揚
樂
頌
、
上
咸
五
、

下
登
三
。 

（
三
）
『
太
平
御
覽
』
卷
三
十
九 

地
部
四 

泰
山 

『
白
虎
通
』
曰
、「
王
者
受
命
必
封
禪
、
封
者
、
廣
厚
也

（
１
）

。
皆
刻
石
紀

號
、
著
己
之
功
績
以
自
效
也
。
天
以
高
爲
尊
、
地
以
厚
爲
德
、
故
增

泰
山
之
高
以
報
天
、
禪
梁
甫
之
址
以
報
地
也
。」 

（
１
）
禪
、
除
地
爲
壇
。
字
本
爲
墠
、
以
爲
祭
神
、
故
從
示
。 

『
白
虎
通
』
卷
五 

封
禪 

王
者
易
姓
而
起
、
必
升
封
泰
山
何
。
教
告
之
義
也
。
始
受
命
之
時
、

改
制
應
天
、
天
下
太
平
、
功
成
封
禪
、
以
告
太
平
也
。
所
以
必
於
泰

山
何
。
萬
物
所
交
代
之
處
也
。
必
於
其
於
何
。
因
高
告
高
、
順
其
類

也
、
故
升
封
者
增
高
也
、
下
禪
梁
甫
之
山
基
廣
厚
也
。
刻
石
紀
號
者
、

著
己
之
功
跡
也
、
以
自
效
放
也
。
天
以
高
爲
尊
、
地
以
厚
爲
德
、
故

增
泰
山
之
高
以
放
天
、
附
梁
甫
之
基
以
報
地
、
明
天
地
之
所
命
、
功

成
事
遂
、
有
益
於
天
地
、
若
高
者
加
高
、
厚
者
加
厚
矣
。
或
曰
、「
封

者
、
金
泥
銀
繩
。
」
或
曰
、「
石
泥
金
繩
、
封
以
印
璽
。」
故
孔
子
曰
、

「
昇
泰
山
、
觀
易
姓
之
王
、
可
得
而
數
者
七
十
有
餘
。」 

（
四
）『
後
漢
書
』
卷
七
、
祭
祀
志
上 

二
十
五
日
甲
午
、
禪
、
祭
地
於
梁
甫
陰
、
以
高
后
配
、
山
川
群
神
從

祀
、
如
元
始
中
北
郊
故
事

（
１
）

。」 

（
１
）
服
虔
曰
、「
禪
、
廣
土
地
。」
項
威
曰
、「
除
地
曰
墠
。
後
改
墠
曰
禪
、

神
之
也
。」 

 

03
① 

封
禅
之
說
經
典
无
聞
也
礼
有
因
天
事
天
因
地
事
地
因
名
山
升
中
于
天
巡
狩

至
於
方
嶽
燔
柴
祭
天
以
告
其
成
功
相
似
而
非
是
也 

03
② 

「
封
禪
之
說
、
經
典
無
聞
也
。
禮
有
「
因
天
事
天
、
因
地
事
地
、
因
名
山
升

中
于
天
。」
巡
狩
、
至
於
方
嶽
、
燔
柴
祭
天
、
以
告
其
成
功
。
相
似
而
非
是
也
。」 

03
③ 

「
封

（

一

）

禪
の
說
、
經
典
に
聞
く
無
き
な
り
。
禮
に
「
天
に
因
り
て
天
に
事
へ
、

地
に
因
り
て
地
に
事
へ
、
名
山
に
因
り
て
天
に
升
中
す
。」
有
り
。
巡
狩
は
、

方
嶽
に
至
り
、
柴
を
燔
き
天
を
祭
り
、
以
て
其
の
成
功
を
告
ぐ
。
相
ひ
似
た

る
も
是
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
。 

03
④ 

（
一
）『
晉
書
』
卷
二
十
一 

志
第
十
一 

禮
志
下 

封
禪
之
說
、
經
典
無
聞
。
禮
有
「
因
天
事
天
、
因
地
事
地
、
因
名
山

升
中
於
天
。」
而
鳳
皇
降
、
龜
龍
格
。
天
子
所
以
巡
狩
、
至
於
方
岳
、

燔
柴
祭
天
、
以
告
其
成
功
、
事
似
而
非
也
。
讖
緯
諸
說
皆
云
、
王
者
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封
泰
山
、
禪
梁
甫
、
易
姓
紀
號
。
秦
漢
行
其
典
、
前
史
各
陳
其
制
矣
。 

『
禮
記
』
禮
器 

是
故
昔
先
王
尚
有
徳
、
尊
有
道
、
任
有
能
、
舉
賢
而
置
之
、
聚
衆
而

誓
之
。
是
故
因
天
事
天
、
因
地
事
地
、
因
名
山
升
中
于
天

（
１
）

、
因
吉
土

以
饗
帝
于
郊
。
升
中
于
天
、
而
鳳
凰
降
、
龜
龍
假
饗
。
帝
於
郊
、
而

風
雨
節
寒
暑
時
。
是
故
聖
人
南
面
而
立
、
而
天
下
大
治
。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
名
猶
大
也
。
升
上
也
。
中
猶
成
也
。
謂
巡
守
、
至

於
方
獄
、
燔
柴
祭
天
、
告
以
諸
侯
之
成
功
也
。
孝
經
說
曰
、
封
乎
泰
山
、
考

績
燔
燎
、
禪
乎
梁
甫
、
刻
石
紀
號
也
。
」 

『
禮
記
』
祭
法 

燔
柴
於
泰
壇
、
祭
天
也
。
瘞
埋
於
泰
折
、
祭
地
也
。
用
騂
・
犢
。 

 

04
① 

漢
書
曰
管
仲
云
古
者
封
泰
山
禅
梁
文
者
七
十
二
家
而
夷
五
所
記
者
十
有
二

焉
其
無
懷
氏
〈
鄭
玄
曰
无
懷
氏
古
王
者
在
伏
羲
前
也
〉
宓
羲
神
農
炎
帝
〈
李

竒
田
炎
帝
在
神
農
後
也
〉
此
三
主
封
泰
山
禅
梁
父
〈
服
虔
曰
梁
父
東
山
名
也

晋
灼
曰
在
蒙
隂
縣
之
也
〉
黄
帝
封
泰
山
禅
亭
〻
〈
晋
灼
曰
鉅
平
有
亭
〻
山
〉

顓
頊
帝
嚳
堯
舜
封
泰
山
禅
梁
父
山
禹
封
泰
山
禅
會
稽
湯
封
泰
山
禅
梁
父
周

成
王
封
泰
山
禅
社
首
〈
晋
灼
曰
社
首
在
鉅
平
南
十
二
里
也
〉
齊
桓
公
曰
𡩼
人

北
伐
山
戎
過
孤
竹
西
伐
束
馬
縣
車
土
早
耳
之
山
南
至
召
陵
登
熊
耳
山
以
望

江
漢
昔
三
伐
受
命
亦
何
以
畢
乎
〈
守
曰
桓
公
既
覇
以
僖
九
年
會
諸
侯
於
蔡
丘

而
欲
封
禅
之
議
也
〉
管
仲
曰
七
十
二
君
皆
受
命
乃
封
禅
也
鄗
上
黍
北
里
禾
所

以
為
盛
〈
蘓
林
曰
鄗
上
北
里
皆
地
名
師
古
曰
實
簠
簋
〉
江
淮
間
一
弟
三
胖
所

以
為
藉
也
東
海
致
比
目
之
魚
西
海
致
比
翼
之
鳥
然
後
物
有
不
召
而
自
至
焉

今
鳳
凰
麒
麟
不
至
嘉
禾
不
生
而
欲
封
禅
無
迺
不
可
乎 

04
② 

『
漢
書
』
曰
、「
管
仲
云
、「
古
者
封
泰
山
、
禪
梁
父
者
七
十
二
家
。
而
夷
五

所
記
者
十
有
二
焉
。
其
無
懷
氏
〈
鄭
玄
曰
、「
無
懷
氏
、
古
王
者
、
在
伏
羲
前

也
。」〉・
虙
羲
・
神
農
・
炎
帝
〈
李
奇
曰 □

、「
炎
帝
、
在
神
農
後
也
。」〉
、
此
三

王
封
泰
山
、
禪
梁
父
〈
服
虔
曰
、「
梁
父
東
山
名
也
。」
晉
灼
曰
、「
在
蒙
陰
縣
、

之
也
。」〉。
黃
帝
封
泰
山
、
禪
亭
亭
〈
晉
灼
曰
、「
鉅
平
有
亭
亭
山
。」〉。
顓
頊
・

帝
嚳
・
堯
・
舜
封
泰
山
、
禪
梁
父
（
山
）。
禹
封
泰
山
、
禪
會
稽
。
湯
封
泰
山
、

禅
梁
父
。
周
成
王
封
泰
山
、
禪
社
首
〈
晉
灼
曰
、
「
社
首
在
鉅
平
南
十
二
里

也
。」〉
。
齊
桓
公
曰
、「
寡□

人
北
伐
山
戎
、
過
孤
竹
。
西
伐
、
束
馬
縣
車
、
上 □

卑 □

耳
之
山
、
南
至
召
陵
、
登
熊
耳
山
、
以
望
江
漢
。
昔
三
代 □

受
命
、
亦
何
以

異□

乎
〈
守
曰
、「
桓
公
既
覇
。
以
僖
九
年
、
會
諸
侯
於
蔡
丘
、
而
欲
封
禪
之
議

也
。」〉
。
」
管
仲
曰
、「
七
十
二
君
皆
受
命
、
乃
封
禪
也
。
鄗
上
黍
、
北
里
禾
、

所
以
爲
盛
〈
蘇
林
曰
、「
鄗
上
・
北
里
、
皆
地
名
。」
師
古
曰
、「
實
簠
・
簋
。」〉
。

江
淮
閒
、
一
弟
三
背□

、
所
以
爲
藉
也
。
東
海
致
比
目
之
魚
、
西
海
致
比
翼
之

鳥
、
然
後
物
有
不
召
而
自
至
焉
。
今
鳳
凰
・
麒
麟
不
至
、
嘉
禾
不
生
、
而
欲

封
禪
、
無
迺
不
可
乎
。」
。」 

04
③ 

『
漢

（

一

）

書
』
に
曰
く
、「
管
仲
云
ふ
、「
古
者 

泰
山
に
封
じ
、
梁
父
に
禪
す
る
者 

七
十
二
家
あ
り
。
而
れ
ど
も
夷
五 

記
す
所
は
十
有
二
な
り
。
其
れ
無
懷
氏
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〈
鄭
玄
曰
く
、
「
無
懷
氏
は
、
古
の
王
者
な
り
、
伏
羲
の
前
に
在
る
な
り
。
」

と
。
〉・
虙
羲
・
神
農
・
炎
帝
〈
李
奇
曰
く
、「
炎
帝
は
、
神
農
の
後
に
在
る
な

り
。
」
と
。
〉
、
此
の
三
王 

泰
山
に
封
じ
、
梁
父
に
禪
す
〈
服
虔
曰
く
、「
梁
父

は
東
山
の
名
な
り
。」
と
。
晉
灼
曰
く
、「
蒙
陰
縣
に
在
り
、
之
な
り
。」
と
。〉。

黄
帝 

泰
山
に
封
じ
、
亭
亭
に
禪
す
〈
晉
灼
曰
く
、「
鉅
平
に
亭
亭
山
有
り
。」

と
。
〉
。
顓
頊
・
帝
嚳
・
堯
・
舜
は
泰
山
に
封
じ
、
梁
父
山
に
禪
に
す
。
禹
は

泰
山
に
封
じ
、
會
稽
に
禪
す
。
湯
は
泰
山
に
封
じ
、
梁
父
に
禪
す
。
周
の
成

王
は
泰
山
に
封
じ
、
社
首
に
禪
す
〈
晉
灼
曰
く
、「
社
首
は
鉅
平
の
南
十
二
里

に
在
る
な
り
。
」
と
。
〉。
齊
の
桓
公
曰
く
、「
寡
人 

北
に
山
戎
を
伐
ち
、
孤
竹

を
過
ぐ
。
西
伐
し
て
、
束
馬
縣
車
し
、
卑
耳
の
山
に
上
る
。
南
し
て
召
陵
に

至
り
、
熊
耳
山
に
登
り
、
以
て
江
漢
を
望
む
。
昔 

三
代
の
命
を
受
く
る
に
、

亦
た
何
を
以
て
異
な
ら
ん
か
〈
守
曰
く
、「
桓
公 
既
に
覇
と
な
り
、
僖
九
年
、

諸
侯
を
蔡
丘
に
會
す
を
以
て
、
封
禪
の
議
を
欲
す
る
な
り
。
」
と
。
〉
。
」
と
。

管
仲
曰
く
、「
七
十
二
君 

皆 

命
を
受
け
、
乃
ち
封
禪
す
る
な
り
。
鄗
上
の
黍
、

北
里
の
禾
、
以
て
盛
と
爲
す
所
な
り
〈
蘇
林
曰
く
、「
鄗
上
・
北
里
、
皆 

地

名
な
り
。
」
師
古
曰
く
、「
簠
・
簋
に
實
た
す
。
」
と
。
〉
。
江
淮
の
閒
、
一
茅
三

脊
、
以
て
藉
と
爲
す
所
な
り
。
東
海
は
比
目
の
魚
を
致
し
、
西
海
は
比
翼
の

鳥
を
致
し
、
然
る
後 

物
の
召
さ
ず
し
て
自
ら
至
る
有
り
。
今 

鳳
凰
・
麒
麟 

至
ら
ず
、
嘉
禾 

生
ぜ
ず
し
て
、
封
禪
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
迺
ち
可
な
ら
ざ
る

こ
と
無
か
ら
ん
か
。」
と
。」
と
。 

04
④ 

（
一
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
上 

郊
祀
志
上 

管
仲
曰
、「
古
者
封
泰
山
、
禪
梁
父
者
七
十
二
家
。
而
夷
吾
所
記
者
十

有
二
焉
。
昔
無
懷
氏
封
泰
山
、
禪
云
云

（
１
）

。
虙
羲
封
泰
山
、
禪
云
云
。

神
農
氏
封
泰
山
、
禪
云
云
。
炎
帝
封
泰
山
、
禪
云
云

（
２
）

。
黃
帝
封
泰
山
、

禪
亭
亭

（
３
）

。
顓
頊
封
泰
山
、
禪
云
云
。
帝
嚳
封
泰
山
、
禪
云
云
。
堯
封

泰
山
、
禪
云
云
。
舜
封
泰
山
、
禪
云
云
。
禹
封
泰
山
、
禪
會
稽
。
湯

封
泰
山
、
禪
云
云
。
周
成
王
封
泰
山
、
禪
於
社
首

（
４
）

。
皆
受
命
然
後
得

封
禪
。」
桓
公
曰
、「
寡
人
北
伐
山
戎
、
過
孤
竹
。
西
伐
、
束
馬
縣
車
、

上
卑
耳
之
山
。
南
伐
至
召
陵
、
登
熊
耳
山
、
以
望
江
、
漢
。
兵
車
之

會
三
、
乘
車
之
會
六
、
九
合
諸
侯
、
一
匡
天
下
、
諸
侯
莫
違
我
。
昔

三
代
受
命
、
亦
何
以
異
乎
。」
於
是
管
仲
睹
桓
公
不
可
窮
以
辭
、
因
設

之
以
事
、
曰
、「
古
之
封
禪
、
鄗
上
黍
、
北
裡
禾
、
所
以
爲
盛

（
５
）

。
江
淮

間
一
茅
三
脊
、
所
以
爲
藉
也
。
東
海
致
比
目
之
魚
、
西
海
致
北
翼
之

鳥
、
然
後
物
有
不
召
而
自
至
者
十
有
五
焉
。
今
鳳
凰
、
麒
麟
不
至
、

嘉
禾
不
生
、
而
蓬
蒿
、
藜
莠
茂
、
鴟
梟
群
翔
、
而
欲
封
禪
、
無
乃
不

可
乎
。」
於
是
桓
公
乃
止
。 

（
１
）
鄭
氏
曰
、「
無
懷
氏
、
古
之
王
者
、
在
伏
羲
前
、
見
『
莊
子
』。」
服
䖍

曰
、「
云
云
在
梁
父
東
、
山
名
也
。」
晉
灼
曰
、「
云
云
山
在
䝉
陰
縣
故

城
東
北
、
下
有
云
云
亭
。」 

（
２
）
李
竒
曰
、「
炎
帝
、
神
農
後
。」 

（
３
）
服
䖍
曰
、「
亭
亭
山
在
牟
陰
。」
晉
灼
曰
、「
地
理
志
、
鉅
平
有
亭
亭
山
。」

師
古
曰
、「
晉
說
是
也
。」 

（
４
）
應
劭
曰
、「
山
名
、
在
博
縣
。」
晉
灼
曰
、「
在
鉅
平
南
十
二
里
。」
師
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古
曰
、
「
晉
說
是
也
。
」 

（
５
）
應
劭
曰
、
「
鄗
、
音
臛
。
」
蘇
林
曰
、
「
鄗
上
・
北
里
、
皆
地
名
也
。
」

師
古
曰
、
「
盛
謂
以
實
簠
・
簋
。
」 

 

05
① 

又
季
氏
專
魯
旅
於
泰
山
仲
尼
譏
〈
師
古
曰
旅
陳
也
陳
礼
物
而
祭
也
陪
臣
而
祭

太
山
僣
諸
侯
之
礼
也
故
孔
子
非
之
也
〉 

05
② 

又
季
氏
專
魯
、
旅
於
泰
山
、
仲
尼
譏
〈
師
古
曰
、「
旅
、
陳
也
。
陳
禮
物
而
祭

也
。
陪
臣
而
祭
太
山
、
僭
諸
侯
之
禮
也
。
故
孔
子
非
之
也
。」〉
。 

05
③ 

又
季
氏

（

一

）  

魯
を
專
に
し
、
泰
山
に
旅
す
。
仲
尼
譏
る
〈
師
古
曰
く
、
「
旅
は
、

陳
な
り
。
禮
物
を
陳
べ
て
祭
る
な
り
。
陪
臣
に
し
て
太
山
に
祭
る
は
、
諸
侯

の
禮
を
僭
ゆ
る
な
り
。
故
に
孔
子 

之
を
非そ

し

る
な
り
。
」
と
。〉。 

05
④ 

（
一
）
『
漢
書
』
卷
二
十
五
上
、
郊
祀
志 

是
時
、
季
氏
專
魯
、
旅
於
泰
山
、
仲
尼
譏
之

（
１
）

。 

（
１
）
師
古
曰
、
「
旅
、
陳
也
。
陳
禮
物
而
祭
之
也
。
陪
臣
祭
泰
山
、
僭
諸

侯
之
禮
。
孔
子
非
之
曰
、
「
嗚
呼
、
曾
謂
泰
山
不
如
林
放
乎
。
」
事

見
『
論
語
』
。
」 

 

06
① 

秦
始
皇
即
位
三
年
東
巡
狩
而
遂
除
車
道
上
自
太
山
陽
至
顛
立
石
頌
德
従
隂

道
下
〈
師
古
曰
山
南
曰
陽
山
北
曰
陰
之
也
〉
過
暴

［
一
］

風
雨
休
於
大
樹
下
不
得
封

禅
遂
東
游
海
上
祠
名
山
川
及
八
神
永
舉
人
羨
門
之
属
〈
應
劭
曰
羨
門
古
仙
人

也
師
古
曰
古
以
舉
為
仙
字
之
也
〉 

[

一]

「
過
」
字
右
上
注
「
遇
」
字
。 

06
② 

秦
始
皇
即
位
三
年
、
東
巡
狩
、
而
遂
除
車
道
、
上
自
太
山
陽
。
至
顚
、
立
石

頌
德
、
從
陰
道
下
。〈
師
古
曰
、「
山
南
曰
陽
、
山
北
曰
陰
、
之
也
。」〉」 

「
遇□

暴
風
雨
、
休
於
大
樹
下
。
不
得
封
禪
。
遂
東
遊
海
上
、
祠
名
山
川
及
八

神
、
求□

僊□

人
・
羨
門
之
屬
〈
應
劭
曰
、「
羨
門
、
古
仙
人
也
。」
師
古
曰
、「
古

以
僊□

爲
仙
字
、
之
也
。」〉
。 

06
③ 

秦
始

（

一

）

皇 

即
位
し
て
三
年
、
東
の
か
た
巡
狩
し
て
、
遂
に
車
道
を
除
ひ
、
太
山

の
陽
自
り
上
り
、
顛
に
至
り
、
石
を
立
て
德
を
頌 ほ

め
、
陰
道
從
り
下
る
〈
師

古
曰
く
、「
山
の
南
を
陽
と
曰
ひ
、
山
の
北
を
陰
と
曰
ふ
、
之
な
り
。」
と
。〉。

暴
風
雨
に
遇
ひ
て
、
大
樹
の
下
に
休
み
、
封
禪
す
る
を
得
ず
。
遂
に
東
の
か

た
海
上
に
遊
び
、
名
山
川
及
び
八
神
を
祠
り
、
僊
人
・
羨
門
の
屬
を
求
む
〈
應

劭
曰
く
、「
羨
門
は
、
古
の
仙
人
な
り
。」
と
。
師
古
曰
く
、「
古
は
僊
を
以
て

仙
の
字
と
爲
す
、
之
な
り
。」
と
。〉。 

06
④ 

（
一
）『
漢
書
』
卷
二
十
五
上 

郊
祀
志
上 

即
帝
位
三
年
、
東
巡
郡
縣
、
祠
騶
嶧
山
、
頌
功
業
。
於
是
從
齊
、
魯
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之
儒
生
博
士
七
十
人
、
至
於
泰
山
下
。
諸
儒
生
或
議
曰
、「
古
者
封
禪

爲
蒲
車
、
惡
傷
山
之
土
、
石
、
草
、
木
。
掃
地
而
祠
、
席
用
苴
秸
、

言
其
易
遵
也
。
」
始
皇
聞
此
議
各
乖
異
、
難
施
用
、
由
此
黜
儒
生
。
而

遂
除
車
道
、
上
自
泰
山
陽
。
至
顛
、
立
石
頌
德
、
明
其
得
封
也
。
從

陰
道
下

（
１
）

、
禪
於
梁
父
。
其
禮
頗
采
泰
祝
之
祀
雍
上
帝
所
用
、
而
封
臧

皆
秘
之
、
世
不
得
而
記
也
。
始
皇
之
上
泰
山
、
中
阪
遇
暴
風
雨
、
休

於
大
樹
下
。
諸
儒
既
黜
、
不
得
與
封
禪
、
聞
始
皇
遇
風
雨
、
即
譏
之
。

於
是
始
皇
遂
東
遊
海
上
、
行
禮
祠
名
山
川
及
八
神
、
求
僊
人
羨
門

之
屬

（

２

）

。 

（
１
）
師
古
曰
、
「
山
南
曰
陽
、
山
北
曰
陰
。
」 

（
２
）
應
劭
曰
、「
羡
門
、
名
子
高
、
古
仙
人
也
。」
師
古
曰
、「
古
亦
以
僊
爲

仙
字
。
下
皆
類
此
。」 

 

07
① 

角
於
漢
武
帝
即
位
尤
敬
鬼
神
之
祀
漢
興
已
六
十
餘
歳
矣
天
下
又
安
其
即
位

後
卅
一
年
夏
四
月
天
子
至
梁
父
禮
祠
地
主
至
乙
卯
上
泰
山
為
封
明
日
下
隂

道
丙
辰
禅
泰
山
下
阯
東
北
肅
然
山
〈
師
古
曰
阯
者
山
之
基
是
也
〉
其
夜
若
有

光
盡
有
曰
雲
封
中
〈
師
古
曰
雲
出
扵
封
之
中
也
〉
天
子
還
坐
明
堂
群
臣
更
上

壽
更
為
元
封
元
年
也 

07
② 

曁
於
漢
武
帝
即
位
、
尤
敬
鬼
神
之
祀
。
漢
興
已
六
十
餘
歲
矣
。
天
下
艾 □

安
。

其
即
位
後
、
卅
一
年
夏
四
月
、
天
子
至
梁
父
、
禮
祠
地
主
。
至
乙
卯
、
上
泰

山
爲
封
。
明
日
、
下
陰
道
。
丙
辰
、
禅
泰
山
下
阯
東
北
肅
然
山
〈
師
古
曰
、

「
阯
者
、
山
之
基
足□

也
。」〉。
其
夜
若
有
光
、
晝□

有
白□

雲
封
中
〈
師
古
曰
、「
雲

出
於
封
之
中
也
。」〉。
天
子
還
、
坐
明
堂
、
群
臣
更
上
壽
。
更
爲
元
封
元
年
也
。 

07
③ 

漢
の

（

一

）

武
帝
の
即
位
す
る
に
曁い

た

り
、
尤
も
鬼
神
の
祀
を
敬
む
。
漢 

興
り
て
已
に

六
十
餘
歲
な
り
。
天
下 

艾
安
な
り
。
其
れ
即
位
し
て
後
、
卅
一
年
夏
四
月
、

天
子 

梁
父
に
至
り
、
地
主
を
禮
祠
す
。
乙
卯
に
至
り
、
泰
山
に
上
り
封
を
爲

す
。
明
日
、
陰
道
よ
り
下
る
。
丙
辰
、
泰
山
の
下
阯 

東
北
肅
然
山
に
禅
す
〈
師

古
曰
く
、「
阯
は
、
山
の
基
足
な
り
。」
と
。〉。
其
の
夜 

光
有
る
が
若
く
、
晝

に
白
雲
の
封
中
よ
り
す
る
有
り
〈
師
古
曰
く
、「
雲 

封
の
中
よ
り
出
づ
る
な

り
。」
と
。〉。
天
子 

還
り
、
明
堂
に
坐
し
、
群
臣

更
こ
も
ご
も

壽
を
上
る
。
更
め
て

元
封
元
年
と
爲
す
な
り
。 

07
④ 

（
一
）『
漢
書
』
卷
二
十
五
上 

郊
祀
志
上 

武
帝
初
即
位
、
尤
敬
鬼
神
之
祀
。
漢
興
已
六
十
餘
歲
矣
、
天
下
艾
安
。

…

四
月
、…

天
子
至
梁
父
、
禮
祠
地
主
。
至
乙
卯
、…

天
子
獨
與
侍

中
泰
車
子
侯
上
泰
山
、
亦
有
封
。
其
事
皆
禁
。
明
日
、
下
陰
道
。
丙

辰
、
禪
泰
山
下
阯
東
北
肅
然
山

（
１
）

、…

其
夜
若
有
光
、
晝
有
白
雲
出
封
中

（
２
）

。

天
子
從
禪
還
、
坐
明
堂
、
群
臣
更
上
壽
。
下
詔
改
元
封
元
年
。 

（
１
）
師
古
曰
、「
阯
者
、
山
之
基
足
、
音
止
。」 

（
２
）
師
古
曰
、「
白
雲
出
於
所
封
之
中
。」 
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08
① 

後
漢
世
祖
光
武
帝
建
武
卅
二
年
封
太
山
壇
祭
於
太
山
陽
者
祭
天
也
於
梁
除

者
祭
地
也 

08
② 

後
漢
世
祖
光
武
帝
建
武
卅
二
年
、
封
太
山
壇
。
祭
於
太
山
陽
者
、
祭
天
也
。

於
梁
陰□

者
、
祭
地
也
。 

08
③ 

後
漢

（

一

）

の
世
祖 

光
武
帝 

建
武
卅
二
年
に
、
太
山
に
壇
を
封
ず
。
太
山
の
陽
に

祭
る
は
、
天
を
祭
る
な
り
。
梁
の
陰
に
於
い
て
す
る
は
、
地
を
祭
る
な
り
。 

08
④ 

（
一
）
『
後
漢
書
』
卷
一
下 

光
武
帝
紀
下 

辛
卯
、
柴
望
岱
宗
、
登
封
太
山
。
甲
午
、
禪
于
梁
父

（
１
）

。 

（
１
）
岱
宗
、
太
山
也
。
梁
父
、
太
山
下
小
山
也
。
封
謂
聚
土
爲
壇
、
墠
謂

除
地
而
祭
。
改
「
墠
」
爲
「
禪
」
、
神
之
也
。『
續
漢
志
』
曰
、「
時
上

御
輦
升
山
、
即
位
於
壇
南
、
北
面
、
尚
書
令
奉
玉
牒
檢
、
皇
帝
以
寸

三
分
璽
親
封
之
。
藏
玉
牒
已
、
復
石
覆
訖
、
尚
書
令
以
五
寸
印
封
石

檢
畢
、
皇
帝
再
拜
。
禪
祭
地
于
梁
陰
、
以
高
后
配
、
山
川
羣
神
從
祀

焉
。
其
玉
牒
文
祕
、
刻
石
文
辭
多
、
不
載
。
」 

『
後
漢
書
』
卷
九
十
七 

志
第
七 

祭
祀
上 

三
十
二
年
正
月
、
上
齋
、
夜
讀
『
河
圖
會
昌
符
』、
曰
「
赤
劉
之
九
、

會
命
岱
宗
。
不
慎
克
用
、
何
益
於
承
。
誠
善
用
之
、
姦
僞
不
萌
。」
感

此
文
、
乃
詔
松
等
復
案
索
河
雒
讖
文
言
九
世
封
禪
事
者
。
松
等
列
奏
、

乃
許
焉
。
二
月
、
上
至
奉
高
、
遣
侍
御
史
與
蘭
臺
令
史
、
將
工
先
上

山
刻
石
。
文
曰
、「
維
建
武
三
十
有
二
年
二
月
、
皇
帝
東
巡
狩
、
至
於

岱
宗
、
柴
、
望
秩
于
山
川
、
班
於
群
神
、
遂
覲
東
後
。…

…

皇
帝
唯

愼
『
河
圖
』・『
雒
書
』
正
文
、
是
月
辛
卯
、
柴
、
登
封
泰
山
。
甲
午
、

禪
於
梁
陰
。…

…

後
有
聖
人
、
正
失
誤
、
刻
石
記
。」
二
十
二
日
辛
卯

晨
、
燎
祭
天
於
泰
山
下
南
方
、
群
神
皆
從
、
用
樂
如
南
郊
。…

…

二

十
五
日
甲
午
、
禪
、
祭
地
於
梁
陰
、
以
高
後
配
、
山
川
群
神
從
、
如

元
始
中
北
郊
故
事
。 

 

09
① 

大
唐
麟
德
三
年
歳
次
景
寅
正
月
戊
辰
朔
皇
帝
以
元
日
備
礼
於
圜
丘
之
壇
焚

柴
告
天
二
日
登
封
於
芥
兵
之
頂
三
日
降
禅
於
社
首
之
山
更
為
乾
封
元
年
也 

09
② 

大
唐
麟
德
三
年
歲
次
丙 ●

寅
正
月
戊
辰
朔
、
皇
帝
以
元
日
備
禮
於
圜
丘
之
壇
、

焚
柴
告
天
。
二
日
登
封
於
芥
兵
之
頂
、
三
日
降
禪
於
社
首
之
山
、
更
爲
乾
封

元
年
也
。 

09
③ 

大
唐

（

一

）

麟
德
三
年 

歲
次
丙
寅 

正
月 

戊
辰
朔
、
皇
帝 

元
日
を
以
て
禮
を
圜
丘

の
壇
に
備
へ
、
柴
を
焚
き
天
に
告
ぐ
。
二
日 

登
り
て
芥
兵
の
頂
に
封
じ
、
三

日 
降
り
て
社
首
の
山
に
禪
し
、
更
め
て
乾
封
元
年
と
爲
す
な
り
。。 

＊
「
丙
」
は
唐
高
祖
李
淵
の
父
李
昞
の
名
に
拠
る
避
諱
。 

09
④ 
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（
一
）
『
舊
唐
書
』
卷
五 

本
紀
第
五 

高
宗
下 

麟
德
三
年
春
正
月
戊
辰
朔
、
車
駕
至
泰
山
頓
。
是
日
親
祀
昊
天
上
帝

于
封
祀
壇
、
以
高
祖
・
太
宗
配
饗
。
己
巳
、
帝
升
山
行
封
禪
之
禮
。

庚
午
、
禪
於
社
首
、
祭
皇
地
祇
、
乙
太
穆
太
皇
太
后
、
文
德
皇
太
后

配
饗
。
皇
后
爲
亞
獻
、
越
國
太
妃
燕
氏
爲
終
獻
。
辛
未
、
禦
降
禪
壇
。 

壬
申
、
禦
朝
覲
壇
受
朝
賀
。
改
麟
德
三
年
爲
乾
封
元
年
。 

『
通
典
』
卷
第
五
十
四 

禮
十
四 

沿
革
十
四 

吉
禮
十
三 

巡
狩 

三
年
春
正
月
戊
辰
朔
、
有
事
於
泰
山
、
親
祀
昊
天
上
帝
於
封
祀
之
壇
。

己
巳
、
登
於
泰
山
、
行
封
禪
之
禮
。
庚
午
、
降
禪
於
社
首
山
。
壬
申
、

大
赦
天
下
、
改
元
乾
封
。 

 

三
、
郊 

【
概
要
】「
郊
」（「
郊
祀
」）
は
、
天
を
祭
る
「
南
郊
」
と
地
を
祭
る
「
北
郊
」

と
が
あ
り
、
数
多
く
あ
る
国
家
祭
祀
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
項
目
で
は
、「
郊
祀
」
の
概
要
や
「
郊
祀
」
に
関
す
る
議
論
（
実
施
時
期
な

ど
）
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
ま
た
、「
祭
惣
載
」
と
同
じ
く
「
祀
令
」
を
引

用
し
て
、
唐
の
「
郊
祀
」
に
も
言
及
し
て
い
る
。 

 

01
① 

郊 01
② 

郊 

01
③ 

郊 

 

02
① 

禮
記
曰
郊
特
牲
曰
郊
之
祭
也
迎
長
日
之
至
也
〈
鄭
玄
曰
易
說
曰
三
王
之
郊
一

用
夏
正
也
言
迎
者
建
卯
而
晝
夜
分
〻
而
日
長
矣
廬
桓
曰
周
家
郊
祭
迎
長
養

之
氣
即
日
至
是
即
冬
至
祭
天
於
丘
也
一
說
以
夏
正
長
日
至
矣
此
即
啓
蟄
而

郊
也
廬
謂
冬
至
者
非
夏
正
也
今
案
易
說
白
虎
通
五
經
通
義
等
並
曰
三
王
祭

祭
天
一
用
夏
正
〻
〻
後
日
漸
長
故
長
日
之
至
也
是
以
左
傳
云
啓
蟄
而
郊
此

之
謂
也
〉
兆
於
南
郊
就
陽
位
〈
鄭
玄
曰
大
陽
之
精
也
廬
曰
祭
天
之
兆
域
也
〉

掃
地
而
祭
於
其
質
〈
庚
六
掃
員
丘
上
地
而
祭
不
加
餝
為
質
也
〉
器
用
陶
匏
以

天
地
之
性
〈
陶
為
瓦
器
匏
為
瓠
无
彫
餝
之
美
以
其
質
索
也
〉
郊
之
用
辛
也
周

之
始
郊
日
以
至
〈
廬
云
周
始
淂
天
下
以
辛
此
日
以
至
也
今
謂
之
案
周
礼
冬
至

祭
天
於
員
丘
夏
至
祭
地
於
方
澤
故
日
以
至
也
是
即
二
至
日
也
之
〉 

02
② 

『
禮
記
』
曰
、
郊
特
牲
曰
、「
郊
之
祭
也
、
迎
長
日
之
至
也
〈
鄭
玄
曰
、「『
易

說
』
曰
、「
三
王
之
郊
、
一
用
夏
正
也
。」
言
迎
者
、
建
卯
而
晝
夜
分
、
分
而

日
長
矣
。
」
廬
植 ●

曰
、「
周
家
郊
祭
迎
長
養
之
氣
、
即
日
至
。
是
即
冬
至
祭
天

於
丘
也
。
一
說
以
夏
正
長
日
至
矣
。
此
即
啓
蟄
而
郊
也
。」
廬
謂
冬
至
者
、
非

夏
正
也
。
今
案
『
易
說
』『
白
虎
通
』『
五
経
通
義
』
等
並
曰
、「
三
王
祭
、
祭

天
一
用
夏
正
。
夏
正
後
、
日
漸
長
。
故
長
日
之
至
也
。」
是
以
『
左
傳
』
云
、

「
啓
蟄
而
郊
。」
此
之
謂
也
。」〉。
兆
於
南
郊
、
就
陽
位
〈
鄭
玄
曰
、「
大
陽
之
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精
也
。
」
廬
曰
、「
祭
天
之
兆
域
也
。
」
〉
。
掃
地
而
祭
、
於
其
質
〈
庚
六
掃
員
丘

上
地
、
而
祭
不
加
餝
爲
質
也
。
〉
。
器
用
陶
匏
、
以
天
地
之
性
〈
陶
爲
瓦
器
、

匏
爲
瓠
、
無
彫
餝
之
美
、
以
其
質
索
也
。〉
。
郊
之
用
辛
也
、
周
之
始
郊
、
日

以
至
〈
廬
云
、「
周
始
得
天
下
以
辛
、
此
日
以
至
也
。」
今
謂
之
、
案
「
周
礼
、

冬
至
祭
天
於
員
丘
、
夏
至
祭
地
於
方
澤
。
故
日
以
至
也
。」
是
即
二
至
日
也
、

之
。
〉
。」 

02
③ 

『
禮

（
一
）

記
』
に
曰
く
、
郊
特
牲
に
曰
く
、
「
郊
の
祭
は
、
長
日
の
至
る
を
迎
ふ

る
な
り
〈
鄭
玄
曰
く
、「
『
易
說
』
に
曰
く
、「
三
王
の
郊
は
、
一
に
夏
正
を
用

ふ
る
な
り
。」
と
。
迎
と
言
ふ
は
、
卯
に
建を

さ

し
て
晝
夜
を
分
か
ち
、
分
ち
て
日 

の
長
き
な
り
。
」
と
。
廬
植
曰
く
、「
周
家
の
郊
祭
は
長
養
の
氣
を
迎
ふ
れ
ば
、

即
ち
日 

至
る
。
是
れ
即
ち
冬
至
に
天
を
丘
に
祭
る
な
り
。
一
說
に
夏
正
を
以

て
長
日 

至
る
。
此
れ
即
ち
啓
蟄
に
し
て
郊
す
る
な
り
。」
と
。
廬 

謂
ふ
冬
至

と
は
、
夏
正
に
非
ざ
る
な
り
。
今 

案
ず
る
に
『
易
說
』『
白
虎
通
』『
五
経
通

義
』
等 

並
び
に
曰
ふ
、「
三
王
の
祭
、
天
を
祭
る
に
一
に
夏
正
を
用
ふ
。」
と
。

夏
正
の
後
、
日 

漸
く
長
し
。
故
に
長
日
の
至
り
な
り
。
是
を
以
て
『
左
傳
』

に
云
ふ
、
「
啓

（

二

）

蟄
に
し
て
郊
す
。」
と
。
此
れ
之
を
謂
ふ
な
り
。〉。
南
郊
に
兆

す
る
は
、
陽
位
に
就
く
な
り
〈
鄭
玄
曰
く
、「
大
陽
の
精
な
り
。」
と
。
廬
曰

く
、「
天
の
兆
域
を
祭
る
な
り
。
」
と
。
〉
。
地
を
掃は

ら

ひ
て
祭
る
は
、
其
の
質
に

於
い
て
す
る
な
り
〈
庚
六 

員
丘
の
上
地
を
掃
ひ
て
、
祭
る
に
餝
を
加
へ
ざ

る
を
質
と
爲
す
な
り
。
〉
。
器
に
陶
匏
を
用
ふ
る
は
、
天
地
の
性
を
以
て
な
り

〈
陶
は
瓦
器
爲
り
。
匏
は
瓠
爲
り
。
彫
餝
の
美
無
し
。
其
の
質
索
を
以
て
す

る
な
り
。〉
。
郊
の
辛
を
用
ふ
る
や
、
周
の
始
め
て
郊
す
る
に
、
日 

以
て
至
れ

ば
な
り
〈
廬
云
ふ
、「
周 

始
め
て
天
下
を
得
る
に
辛
を
以
て
す
。
此
の
日 

以

て
至
れ
る
な
り
。」
と
。
今 

之
を
謂
ふ
に
、「
周
の
礼
、
冬
至

（

三

） 

天
を
員
丘
に

祭
り
、
夏
至 

地
を
方
澤
に
祭
る
。
故
に
日 

以
て
至
れ
る
な
り
」
を
案
ず
れ

ば
、
是
れ
即
ち
二
至
日
な
り
、
之
な
り
。〉。」
と
。 

02
④ 

（
一
）『
禮
記
』
郊
特
牲 

郊
之
祭
也
、
迎
長
日
之
至
也

（
１
）

。
大
報
天
而
主
日
也
。
兆
於
南
郊
、
就

陽
位
也

（
２
）

。
掃
地
而
祭
、
於
其
質
也
。
器
用
陶
匏
、
以
象
天
地
之
性
也
。

於
郊
、
故
謂
之
郊
。
牲
用
騂
、
尚
赤
也
。
用
犢
、
貴
誠
也
。
郊
之
用

辛
也
、
周
之
始
郊
、
日
以
至

（
３
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「『
易
說
』
曰
、「
三
王
之
郊
、
一
用
夏
正
。」
夏
正
、
建
寅
之

月
也
。
此
言
迎
長
日
者
、
建
卯
而
晝
夜
分
、
分
而
日
長
也
。」 

（
２
）
鄭
玄
注
「
日
、
太
陽
之
精
也
。」 

（
３
）
鄭
玄
注
「
言
日
以
周
郊
天
之
月
而
至
、
陽
氣
新
用
事
。
順
之
而
用
辛

日
。
此
說
非
也
。
郊
天
之
月
而
日
至
、
魯
禮
也
。
三
王
之
郊
、
一
用

夏
正
、
魯
以
無
冬
至
祭
天
於
圓
丘
之
事
。
是
以
建
子
之
月
郊
天
。
示

先
有
事
也
。
用
辛
日
者
、
凡
爲
人
君
、
當
齊
戒
自
新
耳
。
周
衰
禮
廢
、

儒
者
見
周
禮
盡
在
魯
、
因
推
魯
禮
以
言
周
事
。」 

（
二
）
『
春
秋
左
氏
傳
』
桓
公 

傳
五
年 

凡
祀
、
啓
蟄
而
郊

（
１
）

、
龍
見
而
雩
、
始
殺
而
嘗
、
閉
蟄
而
烝
。
過
則
書
。 

（
１
）
杜
預
注
「
言
凡
祀
通
下
三
句
、
天
地
宗
廟
之
事
也
。
啓
蟄
、
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夏
正
建
寅
之
月
、
祀
天
南
郊
。」 

『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公 

傳
七
年 

 

夏
四
月
、
三
卜
郊
不
從
、
乃
免
牲
。
孟
獻
子
曰
、「
吾
乃
今
而
後
知
有

卜
筮
。
夫
郊
祀
后
稷
、
以
祈
農
事
也
。
是
故
啓
蟄
而
郊
、
郊
而
後
耕
。

今
旣
耕
而
卜
郊
、
宜
其
不
從
也

（
１
）

。
」 

（
１
）
杜
預
注
「
啓
蟄
、
夏
正
建
寅
之
月
。
耕
謂
春
分
。」 

（
三
）
『
禮
記
』
禮
器 

是
故
昔
先
王
之
制
禮
也
、
因
其
財
物
而
致
其
義
焉
爾
、
故
作
大
事
必

順
天
時

（
１
）

、
爲
朝
夕
必
放
於
日
月
、
爲
高
必
因
丘
陵

（
２
）

、
爲
下
必
因
川
澤

（
３
）

。

是
故
天
時
雨
澤
、
君
子
達
亹
亹
焉
。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
大
事
、
祭
祀
也
。『
春
秋
傳
』
曰
、「
啟
蟄
而
郊
、
龍
見
而

雩
、
始
殺
而
嘗
、
閉
蟄
而
烝
。
」
」 

（
２
）
鄭
玄
注
「
謂
冬
至
祭
天
於
圓
丘
之
上
。
」 

（
３
）
鄭
玄
注
「
謂
夏
至
祭
地
於
方
澤
之
中
。
」 

＊
こ
の
盧
植
『
禮
記
解
詁
』
の
佚
文
は
、『
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦

残
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
郊
」

を
実
施
す
る
日
を
巡
る
議
論
は
、『
南
齊
書
』
卷
九 

志
第
一 

禮
上
に
も
見

え
る
。 

 

03
① 

周
礼
大
宗
伯
曰
以
禋
祀
〻
昊
天
上
帝
〈
禋
煙
也
周
人
尚
臭
也
鄭
司
農
曰
昊
天

〻
也
上
帝
玄
天
也
玄
謂
天
皇
大
帝
也
守
曰
昊
天
上
帝
是
天
惣
号
非
別
之
也
〉

以
血
祭
〻
社
稷
五
岳
也
〈
不
言
祭
地
此
皆
地
祇
祭
地
可
知
也
社
稷
土
薬
之
神

也
〉 

03
② 

『
周
禮
』
大
宗
伯
曰
、「
以
禋
祀
祀
昊
天
上
帝
〈「
禋
、
煙
也
。
周
人
尚
臭
也
。

鄭
司
農
曰
、「
昊
天
、
天
也
。
上
帝
、
玄
天
也
。」
玄
謂
、
天
皇
大
帝
也
。」
守

曰
、「
昊
天
上
帝
、
是
天
惣
號
、
非
別
、
之
也
。」〉
。
以
血
祭
、
祭
社
稷
・
五

岳
也
〈「
不
言
祭
地
、
此
皆
地
祇
、
祭
地
可
知
也
。
社
稷
、
土
穀
之
神
也
。」〉
。」 

03
③ 

『
周
禮
』
大
宗
伯
に
曰
く
、
「
禋

（

一

）

祀
を
以
て
昊
天
上
帝
を
祀
る
〈「
禋
は
、
煙

な
り
。
周
人 

臭
を
尚
ぶ
な
り
。
鄭
司
農
曰
く
、「
昊
天
は
、
天
な
り
。
上
帝

は
、
玄
天
な
り
。」
と
。
玄 

謂
ら
く
、
天
皇
大
帝
な
り
。」
と
。
守
曰
く
、「
昊

天
上
帝
は
、
是
れ
天
の
惣
號
に
し
て
、
別
に
非
ず
、
之
な
り
。」
と
。〉。
血
祭

を
以
て
、
社
稷
・
五
岳
を
祭
る
な
り
〈「
地
を
祭
る
こ
と
を
言
は
ざ
る
は
、
此

れ
皆 

地
祇
な
れ
ば
、
地
を
祭
る
こ
と
知
る
べ
き
な
り
。
社
稷
は
、
土
穀
の
神

な
り
。」
と
。〉
。
」
と
。 

03
④ 

（
一
）『
周
禮
』
春
官 

大
宗
伯 

以
吉
禮
事
邦
國
之
鬼
神
示
。
以
禋
祀
祀
昊
天
・
上
帝
、
以
實
柴
祀
日

月
星
辰
、
以
槱
燎
祀
司
中
・
司
命
・
風
師
・
雨
師

（
１
）

。
以
血
祭
祭
社
稷
・

五
祀
・
五
岳
、
以
貍
沈
祭
山
林
川
澤
、
以
副
辜
祭
四
方
百
物

（
２
）

。 
（
１
）
鄭
玄
注
「
禋
之
言
煙
。
周
人
尚
臭
。
煙
、
氣
之
臭
聞
者
。
槱
、
積
也
。

『
詩
』
曰
、
「
芃
芃
棫
樸
、
薪
之
槱
之
。
」
三
祀
皆
積
柴
實
牲
體
焉
。
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或
有
玉
帛
。
燔
燎
而
升
煙
、
所
以
報
陽
也
。
鄭
司
農
云
、「
昊
天
、
天

也
。
上
帝
、
玄
天
也
。
昊
天
・
上
帝
、
樂
以
「
雲
門
」。
實
柴
、
實
牛

柴
上
也
。
故
書
「
實
柴
」
或
爲
「
賓
柴
」
。
司
中
、
三
能
三
階
也
。
司

命
、
文
昌
宮
星
。
風
師
、
箕
也
。
雨
師
、
畢
也
。」
玄
謂
、
昊
天
上
帝
、

冬
至
於
圜
丘
所
祀
天
皇
大
帝
。
星
謂
五
緯
。
辰
謂
日
月
所
會
十
二
次
。

司
中
、
司
命
、
文
昌
第
五
第
四
星
。
或
曰
中
能
上
能
也
。
祀
五
帝
亦

用
實
柴
之
禮
。
」 

（
２
）
鄭
玄
注
「
不
言
祭
地
、
此
皆
地
祇
、
祭
地
可
知
也
。
陰
祀
自
血
起
。

貴
氣
臭
也
。
社
稷
、
土
穀
之
神
、
有
德
者
配
食
焉
。
共
工
氏
之
子
曰

句
龍
、
食
於
社
。
有
厲
山
氏
之
子
曰
柱
、
食
於
稷
。
湯
遷
之
而
祀
棄
。

故
書
「
祀
」
作
「
禩
」
、
「
疈
」
爲
「
罷
」。…

…

」 

 

04
① 

礼
記
祭
法
曰
燔
柴
於
太
壇
祭
天
也
瘞
埋
於
太
析
祭
地
也
用
騂
犢
〈
壇
折
封
土

為
祭
處
也
天
祀
用
騂
地
祀
用
犢
也
〉 

04
② 

『
禮
記
』
祭
法
曰
、「
燔
柴
於
太
壇
、
祭
天
也
。
瘞
埋
於
太
折□

、
祭
地
也
。
用

騂
・
犢
〈
壇
・
折
、
封
土
爲
祭
處
也
。
天
祀
用
騂
、
地
祀
用
犢
也
。〉
。」 

04
③ 

『
禮
記
』
祭
法
に
曰
く
、
「
柴

（

一

）

を
太
壇
に
燔
き
て
、
天
を
祭
る
な
り
。
太
折

に
瘞
埋
し
て
、
地
を
祭
る
な
り
。
騂
・
犢
を
用
ふ
〈
壇
・
折
は
、
土
を
封
じ

て
祭
を
爲
す
處
な
り
。
天
祀
に
は
騂
を
用
ひ
、
地
祀
に
は
犢
を
用
ふ
る
な

り
。〉
。
」
と
。 

04
④ 

（
一
）『
禮
記
』
祭
法 

燔
柴
於
泰
壇
、
祭
天
也
。
瘞
埋
於
泰
折
、
祭
地
也
。
用
騂
・
犢

（
１
）

。 

（
１
）
鄭
玄
注
「
壇
・
折
、
封
土
爲
祭
處
也
。
壇
之
言
坦
也
。
坦
、
明
貌
也
。

折
、
炤
晢
也
。
必
爲
炤
明
之
名
、
尊
神
也
。
地
、
陰
祀
、
用
黝
牲
、

與
天
俱
用
犢
。
連
言
爾
。」 

 

05
① 

今
大
唐
祠
令
曰
冬
至
日
祀
昊
天
上
帝
於
圜
丘
大
祖
配
牲
用
蒼
犢
二
其
従
祀

五
方
上
帝
日
月
用
方
色
犢
各
一
五
星
以
下
內
官
卌
二
座
中
官
一
百
卅
六
座

外
官
一
百
十
二
座
衆
星
三
百
六
十
座
加
羊
九
豕
九
夏
至
日
祭
皇
地
祇
於
方

丘
大
祖
配
牲
用
黄
犢
二
神
州
従
祀
用
黒
犢
一
其
岳
鎮
海
瀆
山
林
川
澤
丘
陵

犢
衍
原
隰
加
羊
五
豕
五 

05
② 

今
『
大
唐
祠
令
』
曰
、「
冬
至
日
、
祀
昊
天
上
帝
於
圓 □

丘
。
大
祖
配
牲
用
蒼
犢

二
。
其
從
祀
五
方
・
上
帝
・
日
月
、
用
方
色
犢
各
一
。
五
星
以
下
、
內
官
卌

二
座
、
中
官
一
百
卅
六
座
、
外
官
一
百
十
二
座
、
衆
星
三
百
六
十
座
、
加
羊

九
・
豕
九
。
夏
至
日
、
祭
皇
地
祇
於
方
丘
。
大
祖
配
牲
用
黄
犢
二
。
神
州
從

祀
、
用
黒
犢
一
。
其
嶽
鎭
・
海
瀆
・
山
林
・
川
澤
・
丘
陵
・
犢
衍
・
原
隰
、

加
羊
五
・
豕
五
。」 

05
③ 
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今
『
大
唐
祠
令
』
に
曰
く
、
「
冬

（

一

）

至
の
日
、
昊
天
上
帝
を
圜
丘
に
祀
る
。
大

祖
に
は
牲
を
配
す
る
に
蒼
犢
二
を
用
ふ
。
其
れ
五
方
・
上
帝
・
日
月
を
從
祀

す
る
に
、
方
色
犢
各
一
を
用
ふ
。
五
星
以
下
、
內
官
卌
二
座
、
中
官
一
百
卅

六
座
、
外
官
一
百
十
二
座
、
衆
星
三
百
六
十
座
に
は
、
羊
九
・
豕
九
を
加
ふ
。

夏
至
の
日
、
皇
地
祇
を
方
丘
に
祭
る
。
大
祖
に
は
牲
を
配
す
る
に
黄
犢
二
を

用
ふ
。
神
州 

從
祀
す
る
に
、
黒
犢
一
を
用
ふ
。
其
れ
嶽
鎭
・
海
瀆
・
山
林
・

川
澤
・
丘
陵
・
犢
衍
・
原
隰
に
は
、
羊
五
・
豕
五
を
加
ふ
。」
と
。 

05
④ 

（
一
）
『
舊
唐
書
』
卷
二
十
一 
志
第
一 

禮
儀
一 

武
德
初
、
定
令
、
毎
歲
冬
至
、
祀
昊
天
上
帝
於
圓
丘
、
以
景
帝
配
。

其
壇
在
京
城
明
德
門
外
道
東
二
里
。
壇
制
四
成
、
各
高
八
尺
一
寸
、

下
成
廣
二
十
丈
、
再
成
廣
十
五
丈
、
三
成
廣
十
丈
、
四
成
廣
五
丈
。

毎
祀
則
天
上
帝
及
配
帝
設
位
於
平
座
、
藉
用
槁
秸
、
器
用
陶
匏
。
五

方
上
帝
・
日
月
・
內
官
・
中
官
・
外
官
及
衆
星
、
並
皆
從
祀
。
其
五

方
帝
及
日
月
七
座
、
在
壇
之
第
二
等
。
內
五
星
已
下
官
五
十
五
座
、

在
壇
之
第
三
等
。
二
十
八
宿
已
下
中
官
一
百
三
十
五
座
、
在
壇
之
第

四
等
。
外
官
百
十
二
座
、
在
壇
下
外
壝
之
內
。
衆
星
三
百
六
十
座
、

在
外
壝
之
外
。
其
牲
、
上
帝
及
配
帝
用
蒼
犢
二
、
五
方
帝
及
日
月
用

方
色
犢
各
一
、
內
官
已
下
加
羊
・
豕
各
九
。
夏
至
、
祭
皇
地
祗
于
方

丘
、
亦
以
景
帝
配
。
其
壇
在
宮
城
之
北
十
四
里
。
壇
制
再
成
、
下
成

方
十
丈
、
上
成
五
丈
。
毎
祀
則
地
祇
及
配
帝
設
位
於
壇
上
、
神
州
及

五
嶽
・
四
鎭
・
四
瀆
・
四
海
・
五
方
・
山
林
・
川
澤
・
丘
陵
・
墳
衍
・

原
隰
、
並
皆
從
祀
。
神
州
在
壇
之
第
二
等
。
五
嶽
已
下
三
十
七
座
、

在
壇
下
外
壝
之
內
。
丘
陵
等
三
十
座
、
在
壝
外
。
其
牲
、
地
祗
及
配

帝
用
犢
二
、
神
州
用
黝
犢
一
、
嶽
鎭
已
下
加
羊
・
豕
各
五
。 

＊
こ
の
「
祠
令
」
の
佚
文
は
、
前
掲
の
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
残

存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仁
井
田

陞
著
『
唐
令
拾
遺
補
』（
四
八
九
頁
）
に
は
、「
冬
至
日
、
祀
昊
天
上
帝
於

園
丘
、
大
祖
配
、
牲
用
蒼
犢
二
、
其
従
祀
五
方
上
帝
、
日
月
用
方
色
犢
各

一
、
五
星
以
下
内
官
卌
二
座
、
中
官
一
百
卅
六
座
、
外
官
一
百
十
二
座
、

衆
星
三
百
六
十
座
、
如
羊
九
豕
九
。
」
と
あ
り
、
夏
至
以
下
の
文
は
『
唐
令

拾
遺
補
』（
四
八
九
頁
）
の
冬
至
の
注
に
「
夏
至
日
、
祭
皇
地
祇
於
方
丘
、

大
祖
配
、
牲
用
黄
犢
二
。
神
州
従
祀
、
用
黒
犢
一
。
其
岳
鎮
海
瀆
、
山
林

川
澤
、
丘
陵
犢
衍
原
隰
、
加
羊
五
豕
五
。」
と
あ
る
。 

 

06
① 

大
戴
礼
曰
郊
祝
文
曰
星
〻
上
天
照
臨
下
土
集
地
之
雲
降
甘
風
雨
云
〻
〈
㨿
時

隨
冝
〉
唯
其
一
人
敬
拜
皇
天
之
祐
也
地
祝
曰
滂
□
〻
之
土
承
天
之
神
与
風
雨

云
〻
唯
一
人
某
敬
拜
下
土
之
霊
也
人
皇
地
之
祇
人
后
土
祇
也 

06
② 

『
大
戴
禮
』
曰
、「
郊
祝
文
曰
、「
皇□

皇
上
天
、
照
臨
下
土
。
集
地
之
靈□

、
降

甘
風
雨
。
云
〻
。〈
據
時
隨
宜
。〉
唯
某 □

一
人
、
敬
拜
皇
天
之
祐
也
。」
地
祝
曰
、

「
滂
〻
之
土
、
承
天
之
神
。
與
風
雨
。
云
〻
。
唯
一
人
某
、
敬
拜
下
土
之
靈

也
。」
人
皇
地
之
祇
、
人
后
土
祇
也
。 
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06
③ 

『
大

（

一

）

戴
禮
』
に
曰
く
、「
郊
祝
文
に
曰
く
、「
皇
皇
た
る
上
天
、
下
土
に
照
臨

す
。
集
地
の
靈
、
甘
風
雨
を
降
す
。
云
〻
〈
時
に
據
り
宜
に
隨
ふ
。〉。
唯
れ

其
れ
一
人
、
皇
天
の
祐
を
敬
拜
す
る
な
り
。
」
と
。
地
祝
に
曰
く
、「
滂
滂
た

る
土
、
天
の
神
を
承
く
。
風
雨
を
與
ふ
。
云
〻
。
唯
れ
一
人 

某
、
下
土
の
靈

を
敬
拜
す
る
な
り
。」
と
。」
と
。
人 

皇
地
の
祇
、
人 

后
土
祇
な
り
。 

06
④ 

（
一
）
『
大
戴
禮
記
』
公
符 

皇
皇
上
天
、
昭
臨
下
土
。
集
地
之
靈
、
隆
甘
風
雨
。
庶
物
群
生
、
各

得
其
所
。
靡
今
靡
古
、
維
予
一
人
某
、
敬
拜
皇
天
之
祐
。
薄
薄
之
土
、

承
天
之
神
。
興
甘
風
雨
、
庶
卉
百
穀
。
莫
不
茂
者
、
既
安
且
寧
。
維

予
一
人
某
、
敬
拜
下
土
之
靈
。 

『
春
秋
繁
露
』
郊
祀 

郊
祝
曰
、
「
皇
皇
上
天
、
照
臨
下
土
、
集
地
之
靈
、
降
甘
風
雨
、
庶

物
群
生
、
各
得
其
所
、
靡
今
靡
古
、
維
予
一
人
某
、
敬
拜
皇
天
之

祜
。
」 

      

【
付
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
5
～
12
世

紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
術
数
文
化
〉
の
深
化
と
変
容
」（20H01301

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

（
し
み
ず 

ひ
ろ
こ
／
大
正
大
学 

綜
合
仏
教
研
究
所 

研
究
員
） 

（
す
わ
き 

た
け
し
／
愛
知
県
立
大
学 

日
本
文
化
学
部 

准
教
授
） 


